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     ～再臨信徒としての私の天路歴程～ 

 

 

キリストの再臨 ダニエル 2 章の預言の研究 

 

私が中学 3 年の時であった。わき目もふらず受験勉強に専念していた。

隣の家で聖書研究が持たれており、肺結核をわずらって静養していた姉

に「あんたの友だちがみんな聖書研究に行っているよ、行ってみたら」

と勧められた。宗教など縁遠いものと思っていたが、友達がいるなら行

って見ようとの思いで顔を出してみた。なんと肺結核で肋骨 6 本もとら

れた婦人が聖書研究を授けていた。それがまたダニエル書２章の預言の

研究であった。過去の人類歴史は、聖書の預言通りに動いてきた。これから世界はどうなるかも預言さ

れている。この世界は学校で習うように進化発展していくのではなく、もう終わりに来ている。キリス

トが再臨なさる時が近づいていると説いていた。 

 

私は感動した。高校生、中学生数人の者が安息日を守り始めたため問題となり、毎放課後、職員室に

呼び出されたり、新聞にも「社会秩序のびん乱者セブンスデー・アドベンチスト教会」と書き立てられ

たりもした。しかし、私は聖書に魅せられて、小さい時から野口英世にあこがれて医者になりたい希望

を持っていたが、それを捨てて三育学院へ行く決心をした。田舎の両親は反対もせず許してくれ、東京

にいたクリスチャンでもない姉が犠牲を払って月謝を出してくれた。 

 

三育学院高校在学中、幻を失いそうになった時もあった。理想と現実の中で葛藤した。かろうじてカ

レッジに行くことになり、神学部を卒業した。甥が中学校を卒業するというので、ぜひ最後の再臨運動

の器となってほしいと思い、三育学院高校に入学することを勧めた。その頃は私も牧師インターンをし

ていたので、自分が助けられたように人を助けたいと思い、月謝を援助した。しばらく勉強して彼は、

おじさんに世話になるよりは自分で自分の道を開くと言って学院を中退し、コック見習いをしながら独

学していった。 

 

私は三育学院を卒業後、しばらく沖縄で牧会についたが、数年後に医事伝道を学ぶためにアメリカに

行く。そこで、カレッジ オブ メディカル エバンジェリスト(College of Medical Evangelist=今のロマ

リンダ大学)の福音医事伝道者としての最初の卒業生であった、J.H.N.チンデル先生に出会い、勧められ

て、ロマリンダで公衆衛生の勉強をした。 

 

 

金城重博 
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キリストの再臨はほんとうにあるの？ 

ロサンゼルスで働いている頃、SDA に導きたいと思った三育中退の甥が

我々を訪ねてやってきた。フランス料理店を開きたいという。数年後には、独

立してパサデナというところに店を構えた。大成功。やがてサンタモニカにも

支店を持つ。そしてロサンゼルス郡のベスト１０に数えられるにいたった。 

彼は何回か私に言う：「オジサンたちは、世の終わりが来る、キリストの再

臨がもうすぐ来ると、ずっと前から言っているが、世界はますます逆の方に動いているではないか」と。

私は、聖書の預言は確実に成就しているとは言うものの、キリスト再臨の遅延について正直なところは

っきり答えることができなかった。そして彼に教会に行くことを強く勧めることもできなかった。 

 

惜しみなく我々を助け､数年生活を共にしたある信徒がいよいよ老齢になり、病の床でポツンとつぶや

いた:「キリストの再臨は、本当にあるのですかね」と。熱心に教会活動に参加してくださったのに再臨

の遅延に疲れ果てたのであろう。 

私の友人が最近、世の終末を告げる諸事件に触れ「再臨の前に我々は完全な品性になっていなければ

ならないというのが君の主張だよね。教会の情けない状態はいつまで続くのだろうか？」というような

手紙をくれた。 

いつキリストは再臨なさるのだろうか？ 

確かに聖書と証の書には、我々の品性が完成するとキリストは再臨なさると書いてある。全世界への

伝道が終わったら世の終りが来るとも言っている。そのために教会は、不信仰と不服従を戒め、品性完

成、伝道完成のために信者を叱咤激励してきた。しかし、リバイバルと改革が叫ばれるたびに教会の背

信は深まっていった。 

聖書によると、教会が準備ができたらイエスは再臨なさるというのは確かである： 

｢また、しみも、しわも、そのたぐいのものがいっさいなく、清くて傷のない栄光の姿の教会を、

ご自分に迎えるためである」(エペソ 5:27)。 

証の書も同じことを言っている: 

｢キリストは、ご自分の教会の中に、ご自身をあらわそうと熱望しておられる。キリストの品性

が完全にキリストの民の中に再現されたときに、彼らをご自分のところに迎えるために、主は

こられるのである｣ (実物教訓 47)。 

また伝道に関しても、全世界に福音が宣べ伝えられたら終りが来るというのも聖書の言っていること

である。 

｢そしてこの御国の福音は、すべての民に対してあかしをするために、全世界に宣べ伝えられる

であろう。そしてそれから最後が来るのである｣(マタイ 24:14)。 

これは、はっきりしていることである。 

｢キリストの再臨近し」の使命はいづこに？ 

だから、熱心に主の再臨を待ち望む民は、一生懸命福音伝道にいそしんできた。そうこうしているう

ちに、時はますます延びるかのように見える。熱心な再臨説教者が一人去り、二人去りしていった。そ
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れでも多くの伝道者が後に続き「末世之福音」を掲げて、先駆者の精神を引き継ぎ、どこに寝ようと何

を食べようとかまわず、自己犠牲と自己否定のうちに、熱心に｢キリストの再臨近し｣と伝道していった。

戦中、戦後の弾圧やあらゆる困難を乗り越えて伝道したとき、第七日目安息日再臨教団は祝福されてい

った。ちなみに日本伝道の最初の趣旨を見てみよう： 

｢セブンスデー・アドベンチストが日本国においてその働きを開始する 37 年前、….（プロテス

タント）諸教会はすでに伝道を開始して、それぞれ熱心な活動を繰り広げて、キリスト教に対

する理解を深めていた時である。 

しかし、セブンスデー・アドベンチスト教会はそれらの諸教派に加えてもう一つの別の教派を

増すために、宣教活動を行うのではなく、聖書全巻の基調であるキリストの十字架の血による

罪の清めと再臨による救いの成就に関して主が予告なさった『そしてこの御国の福音は、すべ

ての民に対してあかしをするために、全世界に宣べ伝えられるであろう。そしてそれから最後

が来るのである』（マタイ 24:14）、また主がお命じになった『そして彼らに言われた、「全世界

に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。信じてバプテスマを受ける者は救

われる。しかし、丌信仰の者は罪に定められる」（マルコ 16:15、16）を、黙示録に象徴された

『神の戒めを守り、イエスのあかし(預言の霊)を持つ』(黙示録 12:17)残りの子らとして、中空

を飛んで『あらゆる国民、部族、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音』(黙示録 14:6)

を大声で叫ぶ三天使の使命、すなわち天の審判が完了し、イエス･キリストは、あがないの務め

の座を立ち上がり、栄光の王として『すぐに来る』(黙示録 22:20)と主を迎える準備を促すこと

を本旨とするものである』｢使命に燃えて｣梶山積 12,13。 

1954 年、三育学院に私が高校生としていったころからしばらくの間は、盛んに「キリストの再臨近し」

との説教者の叫びが聞かれた。1962 年２５才で三育学院を卒業した私は、牧師の卵として石川教会に送

られた。学院時代は大いに伝道心に燃やされていた。この教会に、教団にすべてを捧げようと決心して

いた。教会に、組織に、指導者に信頼して。 

ところがその頃から、学生時代の熱心さは現実の伝道の場に適用されないことを経験した。伝道の困

難さに悩んだ。 

聖所の覚醒メッセージ 

数年して不思議な現象に直面した。｢聖所の覚醒メッセ

ージ｣というものに出くわす。それが、教会内に大きな波

紋を起こす。アメリカ、オーストラリアにおいて教会を揺

さぶった異端が沖縄に入ってきたという噂を聞いた。沖縄

メディカル･センターの信頼されている医者がそれに汚染

されたというのである。この医者は軍からの信用も非常に

厚かった。世界総会から指導者が数人送られてきて、しば

らくして本国に返された。 

沖縄にとって大きな損失となることを知った教役者は、その理由を問いただした。教団は問題沈静の

ために指導者を送ること数回。この時私ともう一人の先輩が別々にその医者から資料をもらって、異端

とされている点を知りたいと思い研究していた。ところが指導者のこの点が異端だと言っていることは、
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ブリンズミード兄弟本人たちがそうは言っていないことをもって｢異端｣呼ばわりしているのである。全

く最後の真の教会と信じていた教会が、このような事の処し方をするのを見せられてがっかりした。事

の真相を追究しようと聖書と証の書をこれほどくまなく探し読んだことはなかった。 

 

セブンスデー・アドベンチストの再臨信仰の基礎であり、中心的な柱である「聖所は清められて正し

い状態に復する」(ダニエル 8:14)の意味が分かってきた。なぜ、セブンスデー・アドベンチストは生ま

れたか、存在しているのか、この教会は、単なるキリスト教派の一教派ではなく、特別な目的のために

生まれたのだということが分かった。 

｢我々の働きと使命は三天使の使命である｣(6T384、2SM 142）。｢我々の働きは、再臨の栄光の前

に立ち徔るように人々を備えることである｣(9T98、大争闘下 140）。 

 

なぜ、イエスが天の聖所から至聖所に移られた

かという理由がはっきりしてきた。キリスト教派

が何百とある中で、なぜわざわざ再臨運動を誕生

させたかその理由が分かってきた。なぜ、人間は創造されたかということも、キリストとサタンの大争

闘のモチーフ(認識､考え方)から分かってきた。特になぜ、この残りの教会がラオデキヤ状態に陥ったか

ということもはっきり分かってきた。三天使の使命、調査審判が永遠の福音であることも分かってきた。

間違いを探そうとする態度で始めたので覚醒されるのに長い時間がかかった。やっとイエスが今どこで

何をしておられるか、自分と何の関わりがあるかを見出したとき、私の心はエマオへの途上の弟子たち

と同じく「心が内に燃えたではないか」といった経験をしたのであった。 

 

キリストの再臨が遅れているのは、我々の教会の準備ができていないからであり、伝道の完成もすべ

てこれにかかっていることは耳にたこができるほど何回も聞かされてきた。確かに福音は国々に広まっ

ている。しかし、教会は 1888 年以来、ますます深刻なラオデキヤ状態に陥ったことを知った。神学部に

おいても教会の真の歴史を知らされてこなかった。教会は昔のイスラエルと全く同じ道をたどっている

ことを知った。教会、指導者、組織に頼って、我らの義－キリストに頼っていない自分を見出した。神

意は指導者からのみ来るものと思い込んできたことの愚かしさを知った。 

 

｢サタンはいつも、神の代わりに人間に注意を向けさせようと努力している。彼は、人々が自分で聖

書を探って自分の義務を学ばないで、監督や牧師や神学者を案内者とするように導く。そうする時

に、サタンはこれらの指導者たちの心を支配することによって、大衆を意のままに感化することが

できるのである｣大争闘下 361。 

 

これには驚いた。1888 年のメッセージが拒まれたのもそこに原因があった。ユダヤ人が亡びたのも指

導者に自分たちの魂をまかせたことに原因があった。 

｢これらイエスの反対者たちは、人々が子供の時から尊敬するように教えられ、彼らの権威には絶対

に従うように習慣づけられていた、その者たちであった。人々は、『なぜわれわれの役人たちや学

者たちはイエスを信じないのだろうか。もしこの人がキリストであるなら、こうした敬虔な人たち

完全な栄光の姿の教会 
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がこの人を受け入れないことがあろうか』と問うた。ユダヤ民族に彼らの贖い主を拒否させたのは、

このような教師たちの影響であった｣ 同上。 

 

神が光の器を送られるとき、一人の人が全部の光を持っていると期待してはならないと預言者は言っ

ている。また、その人が語ることが異端であると自分で分かるまでは、決して異端呼ばわりしてはなら

ない。もし、私が指導者の判断にのみ任せていたら、決して現代の真理、至聖所でとりなしておられる

イエスを見出すことはできなかったであろう。 

｢もしナタナエルがラビの指導を信頼していたら、彼は決してイエスをみいださなかったであろ

う。彼は自分で見、自分で判断して、弟子となった。今日偏見にとらわれて恵みから遠ざかっ

ている多くの人々の場合も同じである。もし彼らがきて見さえしたら、その結果はどんなに異

なったものになるだろう。 人間の権威による指導にたよっているかぎり、だれも救いの知識で

ある真理に到達することができない。...｣1 希望 159-161。 

 

｢アドベンチスト焦燥｣の原因も分かった。背信の理由も分かった。ピアソン世界総理は、教会の現状

を次の聖句を引用して嘆いた。 

｢民はヨシュアの在世中も、またヨシュアのあとに生き残った長老たち、すなわち主がかつてイ

スラエルのために行われたすべての大いなるわざを見た人々の在世中も主に仕えた。こうして

主のしもベヌンの子ヨシュアは百十歳で死んだ。….そしてその時代の者もまたことごとくその

先祖たちのもとにあつめられた。その後ほかの時代が起ったが、これは主を知らず、また主が

イスラエルのために行われたわざをも知らなかった」士師 2:7-10。 

確かに今は「主を知らず、また主がイスラエルのために行われたわざをも知らない｣時代が起こってい

るのである。 

忘れてはならない 1888 年のエピソード 

｢聖所の覚醒メッセージ｣とウィーランドとショート共著の「1888 年再吟味」を読んで、

初めて 1888 年のエピソードを知った。SDA の歴史を学んでみると、どうして今までこ

れらのことについて何も聞かされなかったのか不思議でならなかった。荒野をさ迷うラ

オデキヤ教会を神は放って置かれなかった。神はラオデキヤ教会を癒そうとくすしくも

介入なさったのだった。 

1888 年、あの有名なミネアポリス世界総会の時に、二人のメッセンジャーをお立てにな

って、教会に大覚醒をもたらそうとされた。 

｢信仰による義認｣という「人間の唇から聞いた初めての明瞭な教え」を与えられた(MS

５、1889)。 

それは後の雤による大いなる叫びをもたらす使命であった。｢第三天使の使命は、信仰による義認その

もの｣であった。このエピソードは、古代イスラエルがカデシ・バルネアで経験したことにたとえられる。

12 人のスパイのうち 2 人、ヨシュアとカレブが信仰によってすぐカナンに入ろうと勧めたが、イスラエ

ルは彼らの使命を拒み、不信仰と不服従を表し、また荒野をさまよう事になった。 

A.T.ジョーンズ 

E.J.ワゴナー 
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1890 年：「私はミネアポリスの集会の時以来、かつてないほどのラオデキヤ教会の状態を見せら

れた」RH8-26,1890。 

なぜ、1891 年世界総会はホワイト夫人をオーストラリアに送ったか? メッセンジャー二人とその使

命を支持したからである。 

1895：「なぜそんなにジョーンズ兄弟とワゴナー兄弟を憎むのか。．．．あなたがたがこれらの人々

の伝えたメッセージを拒む時、そのメッセージを不えられたキリストを拒んでいるのです」手

紙 51-A、1895。 

1896：「指導者の強情心が…反抗させた。聖霊の特別な力を締め出してしまった。…世界中を栄

光で照らす光は拒まれ、我々の兄弟たちの行動によって締め出された」１SM234, 235。 

1902：「ミネアポリスの世界総会での恐るべき経験は、現代の真理を信じるものの歴史の中で最

も悫しい章の一つであることが示された」Letter179,11-19,1902。 

｢私の生涯中最も悫しい経験」(The Ellen G. White 1888 Materials､179)と記されている。 

A.T.ジョーンズ: 

1893：「では、兄弟たちは、ミネアポリスで何を拒んだのでしょうか?  (会衆の応答) 「大いな

る叫びです」…「それでは、彼らが立っていた恐ろしい立場にいた兄弟たちはミネアポリスで

何を拒んだのでしょうか?  (会衆の応答)「彼らは後の雤、すなわち第三天使の使命の大いなる

叫びを拒んだのです」世界総会研究７。 

A.G.ダニエルス(元世界総理 25 年間)： 

1926：「そのメッセージは、決して受け止められなかったし、宣べ伝えられることもなかった。

また、その中に含まれていた計り知れない祝福が何の妨げもなく伝えられるということはなか

った」Christ our Righteousness, p41, (1941 版)(1926 初版)(キリスト我らの義)。 

二人を支持した E.G.ホワイトはオーストラリアに神の支持によらずに送られ、ジョーンズとワゴナー

はついに沈黙させられ、残念ながらその後背教していった。 

ある人は、ブリンズミード兄弟は背教したから彼の教えは異端であったと言う。ジョンズとワゴナー

も背教した。故に彼らの教えは異端であったと言えるだろうか。ソロモンも背教した。だから箴言、伝

道の書、雅歌書は霊感を受けていないと言えるだろうか。 

聖所の清めは、聖徒の罪の除去､完全にして永遠の清め 

私は、天の聖所の清めと言っても、罪の除去は天の聖所にある記録の書から罪が除去されることだと

しか聞かされていなかったが、実は｢聖所の清め｣とは、聖徒たちの経験であるとはじめて知った。天の

記録は、地上の神の生ける宮である我々の心の記録の写しであって、我々の罪の記録が除去されないで

天の記録が除去されるはずがないとの教えに論理的な｢聖所の清め｣の福音を知った。天でなされるイエ

スの働きと地上の神の宮でなされる聖霊の働きの調和を説いたのがブリンズミード兄弟であった。我が

教会が天の働きのみ強調して、聖霊による我々の内なる体験をおろそかにするということが、「聖所の清

め｣を無味乾燥な教理にしてきたことに気づかされた。 



 

9 

 

救いの公式 

しかし、ある人は、内なる清め－我々の体験を強調するあまり、中世時代のカトリック神学の体験主

義、あるいは自分中心の主観的聖霊運動に傾く危険に陥った。聖書は客観的に、自分の外になされるイ

エスの働きと、自分の内になされる聖霊の働きを教えている。さらにブリンズミードは、その優先順位

が重要であることを強調した。救いの公式は、簡単にまとめると次のようになる： 

 

No.1 わたしの為に成してくださった、また成してくださるキリストの働き 

No.2 わたしの内に成してくださる聖霊の働き 

 

この公式をひっくり返すと、クリスチャン生活は律法主義に陥り、空しい形式と化し、結果的に救い

を失ってしまう。ペンテコステ、聖霊運動は、No.2 を強調して自分の内に目を向けるようにさせる。完

全を求めるあまりに、いつまでたっても自分の欠点に悩まされ、鬱に陥ってしまう。No.1 に目を向けて、

イエスを凝視すると確かに自分の欠点、罪がますます見えてくるが、キリストの純潔を渇望し、｢自分に

はできないが、神にはできないことはない｣、確信は自分の内に求めるのではなく、キリストとそのみ言

葉に求めるのである。｢主われを愛す、主は強ければ、我弱くとも恐れはあらじ｣という全世界で歌われ

ているこの子供賛美歌の意味がどんなに深い神学的な思想を表しているかが分かった。 

まさにこれこそ「信仰による義認」である。 

信仰による義認 

「信仰による義認」神学のチャンピオンであるパウロは、アブラハムに言及して次のように言った： 

「彼はこの神、すなわち、死人を生かし、無から有を呼び出される神を信
．
じた
．．

のである。彼は望み

徔ないのに、なおも望みつつ信じた
．．．

。….すなわち、およそ百歳となって、彼自身のからだが死んだ

状態であり、また、サラの胎が丌妊であるのを認めながらも、なお彼の信仰は弱らなかった。彼は、

神の約束を丌信仰のゆえに疑うようなことはせず、かえって信仰
．．

によって強められ、栄光を神に帰

し、 神はその約束されたことを、また成就することができると確信した。だから、彼は義と認
．．．

めら

れたのである」ローマ 4:24。 

さばきの時に、罪が除去されて完全になった人は、決して自分の内になされた聖霊による完全を主張

しない。｢私は無(0%)、キリストがすべて(100％)の体験である。1888 年のメッセージは何であったかと

いうと、まさにその体験をもたらす使命であった。 

そんなことが分かって、いわゆる「完全主義」から私は救われた。キリストにある完全を説くとすぐ

「完全主義」だと反論する人があるが、それは論外である。ほんとうの福音は、｢神がその約束された
．．．．．．．．．

こ

とを、また成就することができるという確信」である。自分が何ができるかではなく
．．．．．．．．．．．．．

、神が
．．

何を
．．

なさる
．．．

か
．
を見るのである。まさに｢人にはできないが、神にはできないことはない｣「主は強ければ、我弱くと

も恐れはあらじ」である。自分にはできないから、神にもできないと言うのは信仰による義認ではない。 

 そのことを知って、自分でなく、主に目を向けてからの喜びは、1844 年の再臨信徒が大失望の後、イ

エスを至聖所に見出して「喜びと確信と希望」を見出したのと同じものであった。「キリスト・イエスに

あっては、割礼があってもなくても、問題ではない。尊いのは、愛によって働く信仰だけである」(ガラ

テヤ 5:6)。英語では、「Faith which works by love」と言う。ここで愛によって信仰は働き､行い､業とな

って表されるというもう一つの救いの法則を知る。E.G.ホワイトは、｢良い行いによって救われるのでは
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ないが、良い行いがなければ救われない｣(AG 309)と言われた｡ 

 三天使の使命は「信仰による義認そのものである」という意味も分かってきた。信仰による義認が最

も系統的に教えられているところはローマ書 3－8章である。キリストに来る者に①無償で与えられる義、

②自我に死ぬ、③服従という三つの経験がパックで与えられる。これが三天使の使命の本質である。「神

の義は…信仰から信仰に至らせる」、信仰による義認で始まり、信仰による義認で終わる。「着せられる

義(義認)によって正しい品性を完成する」(青年への使命 15)という理解は、裁きが福音(よきおとずれ)で

あることを確信させ、わたしの心に深い喜びを与えた。 

調査審判は永遠の福音である 

調査審判が福音であるという意味は、裁判官がイエスであると同時

に弁護士もイエスであるという事だ（ヨハネ 5:22、27）。有能な弁護

士であるイエスが無罪を宣告するために、我々を裁いてくださるので

ある。 

それに、審判は、「婚姻」（結婚式）と聖書に教えられている(マタイ

22、25)。大争闘下 141-145、実物教訓 287 にも書かれている。雅歌

書では花婿キリストと花嫁教会との美しいロマンスが預言的に描写さ

れている。パウロも２コリント 5:2 に「あなたがたを、きよいおとめとして、ただひとり男子キリストに

ささげるために、婚約させたのである」と言っている。そして至聖所における「最後のあがない」を英

語では”final at-one-ment”と言う。すなわち、最後の結合、一つとなること、一体となることなのである。

「神性と人性の結合」(実物教訓 217)。「こうして新しい契約が完全に成就する｣(大争闘下 217)。 

調査審判をこんな風に考えるようになって、心は躍るような思いになった。信仰によって義とされた

のだから、どうして完全にならなければならないか、信仰によって救われているのだからどうして品性

の完成を求める必要があるのかとある人は言う。結婚を待つ恋人同士が婚約だけで満足するだろうか。

イエスは「わたしのおるところにあなた方もおらせるために」「場所を用意しに行く」と約束された。結

婚を済ませて早くわたしたちと一緒にお住みになりたいのである。いつ花嫁は花婿イエスを迎える準備

ができるのであろうか。「小羊の婚姻の時がきて、花嫁はその用意をしたからである」。調査審判はなん

とすばらしい福音であろうか(黙示録 14:６)。 

いつ生ける者のさばき？ 

神の民が完全な品性の祝福に預かるのは、「生ける者のさばき」で成就することを知った。そして生け

る者のさばきは、日曜休業令が発布されてから始まることが分かった。生ける者のさばきにいつ移るか

誰も知らないと教えられていた自分にとってそれは福音であった。 

｢間もなく―その時がいつかはだれも知らないが―生きている人々の番になる。神のおそるべき御前

で、われわれの生涯が調査されねばならない｣大争闘下 224。 

上記の引用文は、英文から次のように訳されるべきことを発見した。 

｢間もなく―その時がどれほど速やかに
．．．．．．．．

(how soon)来るかは誰も知らないが－生きている人々の番に

なる｣ 

 

それは、二つの危険から自分を救った。 



 

11 

 

① ある人はすでにさばかれて、主から捨てられているのではないかという調査審判を恐れる誤った        

  考え。 

② 日曜休業令から生ける者の裁きが始まるのであれば、罪に今勝利しなくても、生ける者のさばき 

  で瞬間的に除去されるから、それまでのんびり待てばいいという考え。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖所の覚醒メッセージは、私に多くの謎を解いてくれた。後の雤を求めようというリバイバル運動が

なぜ機能しなかったのか、教会で一時的な興奮からかえって背信へと後退する現象が見られたのはなぜ

であろうか。教会は日曜休業令という最後のテストによって震われてから罪の除去がなされて、後の雤

が注がれるのである。 

セブンスデー･アドベンチスト改革派の誤りからも救われた。144,000 の生ける神の印は、1844 年以後

三天使の使命を信じて与えられるのではなく、日曜休業令のテストの後に来る品性完成であるというこ

とも分かった。神の印を受けるということは、単に安息日を守ることではなく、

内なる恵みの業が魂のうちに完成されたしるしなのである。品性が完成された者

に後の雤が降るのではない。後の雤は単に世界伝道に力を添えるだけではない。

生ける者の裁きが来て、罪が除去され後の雤が注がれて魂の内に神の道徳的品性

を完成するのである(TM506)。 

 

｢神がご自分の子らに望まれる理想は、人間の最高の思いが達することがで

きるよりももっと高い。….クリスチャン品性の理想は、キリストに似るこ

とである」２希望 20。 

 

この理想が｢贖罪の犠牲と全能の仲保｣の働きによって可能になるというのである。 

｢私どものあがないのために払われた価、私どものためにそのひとり子に死をさえおゆるしになった

天の神の測り知れない犠牲を考えるとき、キリストによって私どもは非常に高潔な状態に到達する

ことができるという観念をおこさずにはおられません｣ キリストへの道 10,11。 

 

残りの民へのこれらの祝福は、「自分たちの罪深さと弱さと無価値さを完全に知って、さばきの座には

1 
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ばかることなく出頭する者たちに最後の仲保の祝福として与えられるものである」（国と指導者下

193-196）。だからさばきは恐怖ではなく良きおとずれ、福音なのである。罪のゆるし、清め、完全とい

う神の祝福を頂く条件は、「神に対する悔い改めとイエスに対する信仰」(大争闘下 217)である。完全に

なってさばきに出頭するという考えが調査審判を怖いものにしていたのである。そして審判は、この｢最

後のあがない｣「特別なあがない」「特別な清め」を、「聖徒たちのために」(ダニエル 7:18,22,27)用意し

てくれるものであることを見逃していた。ただ調査されることだけが説かれていたために恐怖感を持つ

信者が多くなったのであろう。自分もそうであった。その調査に合格し、最終的に神の前に出られるよ

うになるため一生懸命清められなければならないと思っていた。ある神学者は、自分は完全主義に陥っ

ていたと告白し、今では「新神学」を説いて日本でも指導者たちを酔わせてしまった。 

婚姻の時 

この婚姻の時はいつだろうか。日曜休業令が立って生ける者のさばきの時から始まるというのである。 

日曜休業令が始まると確かに迫害が始まる。しかし、教会が清められないと、迫害は来ないのである。

カインがアベルを殺したのは、アベルの清い生活の故であった。ユダヤ人がイエスを憎み殺そうと図っ

たのは、イエスの清い生涯の故であった。結婚式において花嫁なる教会は、生ける神の印を受ける。そ

して「永遠に安全」で｢聖なる者｣とされるのである(国下 193-196)。 

｢ところで、今日の教会が注意すべきもう一つのさらに重大な問題がある。使徒パウロは、『キ

リスト・イエスにあって信心深く生きようとする者は、みな、迫害を受ける』と言っている（テ

モテ第二・3:12）。それでは、迫害の火が消えているように思われるのは、なぜであろうか。そ

の唯一の理由は、教会が世俗の標準に妥協したために、反対を引き起こさないということにあ

る。今日、世に迎えられている宗教は、キリストとその弟子たちの時代の信仰のように純潔で

聖なるものではない。キリスト教が世の中から迎えられているように見えるのは、罪と妥協す

る精神、神のみ言葉の偉大な真理に対する無関心、教会内における生きた敬神の念の欠乏のゆ

えにほかならない。初代教会の信仰と力が復興するならば、迫害の精神もまた復興し、迫害の

火は再び点じられるのである｣ 大争闘上 42,43。 

 

日曜休業令から迫害(小さな悩み)が始まるのであるが、｢愛には恐れがない｣(1 ヨハネ 4:18)。雅歌書 8:6､

7 に美しい表現がある：「わたしをあなたの心に置いて印のようにし、あなたの腕に置いて印のようにし

てください。愛は死のように強く、ねたみは墓のように残酷だからです。そのきらめきは火のきらめき、

最もはげしい炎です。愛は大水も消すことができない、洪水もおぼれさせることができない。もし人が

その家の財産をことごとく与えて、愛に換えようとするならば、いたくいやしめられるでしょう」。 

 

預言の霊＝証の書の権威（我が教会内において） 

完全論、キリスト論、終末論、生ける者の裁き、罪の除去、後の雤、神

の印、大いなる叫び、教会の権威とクリスチャンの自由等々と様々な神学

論争の中で、人間の詭弁でなく、イエスの証＝預言の霊がどんなに問題を

単純化し、調和のとれた実際的な案内書であるかに感動は止まなかった。

確信はいよいよ強まった。天路歴程の道中、一つ一つの問題が起こるたび
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ごとに神学者でなく、教会会議でなく、多数決でなく、聖書記者と同じ霊感を受けた現代の預言者、E.G.

ホワイトに導きを乞うことが出来るのは特権ではないだろうか。 

聖書翻訳、新共同訳聖書問題に関しても、私に正しい判断を与えたのは証の書であった。セレブレー

ション礼拝形式、音楽の問題もそうである。SDA のカトリック観、他教派観も変わって来た。信者が動

揺するのも当然である。「カトリックは変わった、今は信教の自由を認めている」「他教派をバビロン呼

ばわりしないで仲間として協力すべき」とか先輩牧師たちに教えられてきたことと違ったことを言うか

ら、信者は生ける水にあえいでいるのである｡聖霊はあらゆる真理に導くという約束がある。終末になれ

ばなるほど、証の書は安全な道案内なのに、19 世紀にアメリカで書かれた預言者的指導者の著書、一参

考書などと聞かされ、信者は、不確かな神学の「濁った水」を飲まされて健康を損なっているのである。

私に最も深い感銘を与えた「各時代の大争闘」は時代遅れの古臭い本と評されているという。 

人間の議論は、水掛け論である。学者の意見には二つ以上の迷わせる意見が存在するものである。我

が教会には、預言の霊=証の書があるために、キリストとサタンの大争闘という宇宙的観点から物事を捉

えることができ、終末のさまざまな教理の風、混乱から守られることを感謝したい。 

 

近年のさらなる預言の理解 

年を追うごとにさまざまな事件が起きるが「喉もと過ぎれば熱さ忘れる」で、わが教会は終末観から

程遠くなり、警告使命はますます語られなくなる。教会では警告は脅しであって、福音と思われていな

い。「平和だ無事だ」のムードが漂う。預言の研究や教理の研究で人は救われるのではないと思い込まさ

れ、安価な恵み、セレブレーション礼拝が一般諸教会から流れ込んできている。ダニエル書と黙示録が

よりよく理解されるとき、｢信徒は全く異なった宗教経験を持つようになる」(牧師への勧告 114)、「大リ

バイバルが来る」(同 113)、｢改革がもたらされる｣(同 118)と預言者が言っているにもかかわらず、なぜ

か、再臨運動を誕生させた預言の研究はあまりなされない。 

 

そんな時、マリアン･ベリーの雅歌書の預言的研究、ダニエル書 12 章の未来適用という新しい光が来

た。このセミナーは、私にとって大きな励ましとなった。尐々花婿が来るのが遅かろうが、失望せず待

てるようになった。教会の状態に、指導者に、自分に失望はしない。 

ところで、「花婿が来る」というのはいつのことだろうか。再臨のことではなく結婚式、すなわち調査

審判に来ることなのだ（大争闘下 142）。調査審判＝結婚式、婚姻であるという考え方からもそれは、福

音であるとたやすく考えられる。「さあ、花婿だ、迎えに出なさい」という声はいつ聞かれるだろうか？

日曜休業令から、婚姻＝生ける者の調査審判が始まるなら、日曜休業令がその合図であろう。 

花婿に早く会いたい気持ちが高まってくると、その足音がさやかに聞こえてくるではないか。イエス

がマタイ 24 章に世の終りのしるしを与えられた。 

2001 年 9 月 11 日に米国で発生した世界貿易センター爆破事件は実に恐るべき事件であった。それ以

後あちらこちらで続発するテロ事件、そして 2004 年 8 月にフロリダ半島を襲った巨大ハリケーン・カタ

リーナ、2004 年 12 月に発生したインド洋津波は世界の人々を震撼させた。それらは、我々を危機感に

目覚めさせよとする警告のしるしであり、終末が非常に近づいている事を知らせる神のみ告げでなくて

なんであろう。 
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今年春、Dr.ファウラーを通してまたすばらしい光が与えられた。 

彼の研究は、マタイ 24 章とダニエル 8 章～12 章を結び合わせた詳細な提示である。12 章の未来適用

はベリーから学んでいた。それがダニエル 8 章～12 章は終りの時、ヘブル語で｢エス･ケッツ＝終局の終

り｣の預言だというのである。 

マタイ 24:34「よく聞いておきなさい。これらの事が、ことごとく起るまでは、この時代(世代)

は滅びることがない」 

こうしたことがいったん起こり始めると、一世代のうちにすべて起こるということである（34 節）。一

世代とは、40 年と推測される。 

  

１． 流浪の 40 年間に起こった世代 (あ下 1､5､6; 詩篇 95:10; 使徒 13:18 

へブル 3:15‐17; 民 32:13) 

 ２．バビロン捕囚 エレミヤの 40 年間警告｢ユダ王国最後の 40 年間に改革とリバイバ  

    ルの使命を伝えた｣SB(旧)987（エレミヤ 29:10､歴代下 21） 

  ３．エルサレム滅亡 

    イエスがこの使命を与えられたのは紀元 30 年、それから 40 年後の紀元 70 年にエ  

    ルサレム滅亡。 

 

以前に下記のチャートを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までの研究に、ファウラーは真ん中の横線の下の部分を加えた。指数曲線に表されている｢産み

の苦しみ＝陣痛｣はやがて未曾有の事件が始まることを示唆していると言う。産みの苦しみ=陣痛が始

まると終りが非常に近いことが分かる。しかも、陣痛はもう 1980 年頃から始まっているというので

ある。地震、洪水、津波、山火事、ききん、疫病、爆破事件等々の惨事が続発している。これらの災

害も個々には昔から起こっていた。それは終末のしるしとならない。それらが一緒に一塊となって起

こる時にしるしとなるというのである。 

 

恩 

恵 

期 

間 

終
了 

日 

曜 
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神
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1260 日の   迫害期間 

1290 日 

1335 日 

｢定められた終わりの時＝エス・ケッス｣ 
指 数 曲 線 
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実際我々は、神の民の永遠の運命を決定する日曜休業令に導く上記の前兆が、益々ひんぱんに起きて

いるのを見ている。日曜休業令が発布されると、字義通り 1260 日、1290 日、1335 日の期間があり、そ

の後神の民の永遠の救出がある。天からの神の声で初めて、キリストの再臨の日時が発表される(大争闘

下 418)。 

この期間のことが｢定められた終りの時
．．．．．．．．．．

=
．
エス･ケッツ
．．．．．．

｣
．
と呼ばれている(ダニエル 8:17､19;11:27､28､35､

40;12:4､9､13)。この期間に起こる預言､幻をヘブル語で“ハーゾーン”といい、2300 日/年と 70 週(490

年)の預言はヘブル語で“マレー”と言う。“ハーゾーン”は、終りの約 3 年半の期間に関することで、終

りが近づく時に解読され、それまで封印されることになっていた。そして今、それがしきりに研究され、

解読されつつあることは、これもいよいよ最後の時代に来ている証拠である。 

この短期間に何が起こるというのであろうか。 

① ｢聖所が清められて、正しい状態に復する｣こと、すなわち聖徒の罪が全く除去され   

  て、完全にキリストの品性が再現されるのである。 

② キリストとサタンの大争闘のクライマックスの諸事件。「小さい角」「一人の王」「北 

  の王」、すなわちローマ法王教の最後の暴挙を預言は描写している(ダニエル 

  8:9-13;11:29-45;12:7)。かつてないほどの神の民の迫害である。 

 

①の栄光の姿の教会が出現すると②の大迫害が起こることになる。この地上において「最後の戦い」

が展開される。 

 

1844 年以後、清められた栄光の姿の教会はいまだに出現していない。むしろ堕落し背信していく教会

にどれほど多くの再臨信徒が失望していることだろうか。1888 年に与えられた「人間の唇から聞いたこ

とのない尊いメッセージ」もそのような教会を出現させることはできなかった。1960 年代の「聖所の覚

醒メッセージ」も同じである。小羊キリストの花嫁が主を迎える備えをするのは、1844 年以降ではある

が、いつという明確な解答は、ダニエル 12 章になされているのである。 

｢ダニエル書と黙示録は一つのものである。一つは預言であり、他は啓示である」(ＳＢ新 580)と言わ

れているが、よく観察すると、ダニエル書も黙示録も調査審判（生ける者の裁き）においてはじめて聖

所が清められる、つまり、聖なる集団（144,000）が出現することがよくわかった。黙示録はダニエル書

を補足するものであるとも言われている。それから「最後の戦い」が短期間ではあるが、展開されるこ

とが分かった。 

 

ダニエル書：生ける者のさばきが来て→聖所の清め､回復がある(ダニエル 7:17､22､27) 

    ｢東と北からの知らせ=神の印/大いなる叫び｣→最後の戦いが展開される(11:40～ 

      12:13)。 

黙示録：  生ける者のさばきが来て(5 章)→白い馬が出現する(6 章)、144,000(7 章) 

      日曜休業令＝獣の刻印の強制(13 章)→(14 章の)144,000､完全に純潔な民の出現。 
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もう滞りはしない 

「主はわたしに答えて言われた、『この幻を書き、これを板の上に明らかにしるし、走りながら

も、これを読みうるようにせよ。この幻はなお定められた時を待ち、終わりをさして急いでい

る〔終わりに語るであろう―欽定訳〕。それは偽りではない。もしおそければ待っておれ。それ

は必ず臨む
．．．．

。滞りはしない(遅れることはない)・・・』」ハバクク 2：2－3。 

ああ何という啓示だろう！ 神との新しい契約の完全な成就がもうすぐだ。 

もうしばらくすれば荒野の放浪は終わるのだ。｢もう時がない｣「もはや時が延ばされることはない」

黙示録 10:6 新改訳。もうしばらくすれば、神の理想の教会が出現する。 

その「定められた時」がやってくるときに、「遅延の時」が終わる。この研究を進めていくうちに、こ

の事がさらに解明されるであろう。 

 

 

 

 

 

 

世の人々は、この教会を通して主の栄光を見て喜ぶ！ 暗黒と無知の内に暗中模索している多くの

人々は主の自己犠牲と自己否定の愛が信徒を通して表現されるのを見て、主を知るようになる！ 

主ご自身も､用意ができたご自分の花嫁を喜ばれる！ 

｢シオンの義が朝日の輝きのようにあらわれいで、エルサレムの救が燃えるたいまつの様になる

まで、わたしはシオンのために黙せず、エルサレムのために休まない。もろもろの国はあなた

の義を見、もろもろの王は皆あなたの栄えを見る。そして、あなたは主の口が定められる新し

い名をもってとなえられる。また、あなたは主の手にある麗しい冠となり、あなたの神の手に

ある王の冠となる。あなたはもはや『捨てられた者』と言われず、あなたの地はもはや『荒れ

た者』と言われず、あなたは『わが喜びは彼女にある』ととなえられ、あなたの地は『配偶あ

る者』ととなえられる。主はあなたを喜ばれ、あなたの地は配偶を徔るからである。若い者が

処女をめとるようにあなたの子らはあなたをめとり、花婿が花嫁を喜ぶようにあなたの神はあ

なたを喜ばれる」イザヤ 62：1-5｡ 

ダニエル２章 キリストの再臨の時、神の永遠の王国が出現することを知った。 

ダニエル７章 キリストの再臨の前 1260 年の迫害期間の後にさばきの時がある。 

ダニエル８章 調査審判は 1844 年 10 月 22 日から始まる。その時から聖所の清め―罪の除去が始ま

る。 

 ｢この特別な清め｣が終わり、黙示録 14 章の 144,000 が出現すると主がおいでになる(マラキ 3:1-4､

エペソ 5:27､雅歌 6:10､大争闘下 141）。 

１．教会が完全な栄光の姿になってから。 

２．福音が全世界に宣べ伝え終わってから。 

３．聖なる集団が出現すると、世界伝道は、｢義をもって速やかに終わる｣！（ローマ 9:28）。 
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ス
ト
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の
民
の
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出 

遅延の時 
時の終わり 

定められた時 

遅延の時は終わる 

（滞る時は終わる） 



 

17 

 

これらの事はいつ成就するか？ 

ダニエル 8 章～12 章の更なる研究によって次の事が分かった。1844 年から死せる義人の裁きは始

まったが、清められた栄光の姿の教会は今も現れていない。それどころかわが教会は 150 年経ってます

ますラオデキア状態が深くなってきた。しかし、｢定められた終りの時｣が来て、すべてが成就すること

が分かった。今までの｢遅延の時｣はまもなく終わる。「定められた終わりの時＝エス・ケッツ」は、「荒

らす憎むべきもの」、すなわち日曜休業令が発布されてから始まる。日曜休業令からローマ法王至上権の

復活と共に｢サタンの驚くべき働きがやってきたこと、また、世の終りが近いことを知る｣(５T451)。し

かしまた、｢神の働かれる時が来たことを知りなさい」(７BC980）と主の僕は言われた。詩篇 119:126

に「彼らはあなたのおきてを破りました。今は主のはたらかれる時です」と書いてある。その時こそ、

サタンと神と神の民にとって正念場、決戦の時となる。これらすべてのことがダニエル 12 章の 1260 日、

1290 日、1335 日のこの短期間に成就するのである。 

｢神の律法が全世界的に無視され、神の民がその同胞からの圧迫と迫害を受けるようになるその時に、

主が介入なさるのである｣ 実物教訓 159 

 

イスラエルは失敗した。キリスト教も失敗した。再臨信徒も失敗するのだろうか？地上歴史約 6 千年

の終りの「定められた終りの時」に「必ず」成就する
．．．．．．．

という約束がはっきり見えてきた！ 

 

世の終り、キリストの再臨は近づいているだろうか？ 近いことを知らせる証拠はたくさんある。し

かしながら、近づくにつれ、｢日は延びた、幻は空しくなった｣と言い、「主人の帰りは遅いと心の中で思

う」名目的再臨信徒がいることも事実である。（エゼキエル 12：22、マタイ 24：8、25：5）。 

いよいよ終りが近づくにつれ、ノアの時のように再臨をあざ笑うものさえ出てくるということも預言

されている。「主人の帰りは遅いと心の中で思う」つまり、時の切迫感が希薄になると、どんなことが教

会の中に起こるかということも預言されている。「もしそれが悪い僕であって、自分の主人は帰りがおそ

いと心の中で思い、その僕仲間をたたきはじめ、また酒飲み仲間と一緒に食べたり飲んだり」する（マ

タイ 24:48､49 ）。 

 

教会は、「叩きあい」｢傷つけあう｣、非難、誹謗し、迫害しあうようになる。聖書は「とくに信仰の仲

間に対して、善を行おうではないか」と教えているにもかかわらず（ガラテヤ 6：10）。 

｢まず次のことを知るべきである。終りの時にあざける者たちが、あざけりながら出てきて、自分の欲

情のままに生活し、『主の来臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠りについてから、すべてのものは

天地創造の初めからそのままであって、変ってはいない』と言うであろう｣（2 ペテロ 3:3､4）。 

 

再臨信徒は、特に証の書を通して｢欲情を制する｣節制、正しい生活様式、健康生活についてたくさん

教えられているにもかかわらず、｢世俗欲｣にひかれて生活するようになるというのである。約束の成就

が遅くなって、神の約束に対する疑いが生活様式さえ乱してしまうのである。 

 

再臨運動の先駆者の一人であった、ユライヤ・スミスは次のように歌った: 
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１.兄弟よ 忠実なれ  待ちにし主きまさん 

   み国にて勝ちの歌を  あぐる日は近し 

   忠実なれ  死にて人を 救いませる主の 

   限りなく深き愛を  などてなみすべき  

２.兄弟よ 忠実なれ   黄金の都は 

   戸を開きなれを招く 永久のやすきへと 

   忠実なれ  我ら長く 世にはとどまらず 

   悲しみの夜はふけて  あしたへと急ぐ 

 

 

｢主よ、聞いてください。主よ、ゆるしてください。 

主よ、み心に留めて、おこなってください。 

  わが神よ、あなたご自身のために、これを延ばさないでください。 

 あなたの町と、あなたの民は、み名をもってとなえられているからです。」 

ダニエル 9:19 

 

 

自分のこれまでの再臨信仰の遍歴を回顧してみた。 

中学時代に真理の星を見た私は、どうにかその星をしるべに今まで歩き続けて 70 才になった。

その星は、愛する主と「顔と顔を合わせて」相見るまで導いてくれるであろう。私が星から目を

そらさない限り最後まで導いてくれると信じる。 

小さな沖縄の片田舎に生まれたちりに等しい私にこんなに遠大な救いの計画を示し、計り知れ

ない恵みを注いでくださった神をほめたたえたい。 

時が延びて、世界の、教会の、自分の悲しい現状を見せられても、神の預言のみことばに支え

られて、今日まで導かれたことを心から神に感謝したい。 

 

教会の現状を嘆き悲しむセブンスデー・アドベンチストの皆様、次のみ言葉を覚えよ

うではないか。 

 

「危機はすみやかに迫りつつある。….光に歩む人々は近づきつつある危険の兆を見るであろ

う。しかし彼らは、神のさばきの日に彼の民を保護して下さるという期待をもって自分の心
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を慰めつつ、無関心と平穏無事の態度でただ座っていてはならない。….敬虔のパン種は全く

その力を失ってはいない。 教会の危険と沈下が最も激しい時に光の中に立っている小さな群

れは、その国においてなされている憎むべきことに対し嘆き悫しむであろう。しかし教会員

たちが世にならって行動しているがゆえに、小さな群れの祈りはいっそう教会のためにささ

げられるであろう。….. 

大きな光を持っている人々の家庭において宗教がいやしめられているのを見て、彼らは神の

み前に悫しむ。彼らが嘆きかつその魂を悩ますのは、教会内にごうまん、貪欲、利己主義と

ほとんどあらゆる種類の欺瞞があるからである。…. 

自分の霊的堕落に悫しみを覚えず他人の罪についても嘆かない人々は、神の印を受けないま

まにされるであろう」（エゼキエル 9:6）教会への証 ５巻 p209-211 英文。 

 

ダニエル 2 章から 12 章までの預言の理解が｢夜明けのように、いよいよ輝きを増して真昼｣とな

りつつあることに深い感動を覚える。 

｢こうして、預言の言葉は、わたしたちにいっそう確実なものになった。あなたがたも、夜が

明け、明星がのぼって、あなたがたの心の中を照すまで、この預言の言葉を暗やみに輝くと

もしびとして、それに目をとめているがよい」2ペテロ 1:19。 

 

｢御霊も花嫁も共に言った、「きたりませ」。ま

た、聞く者も「きたりませ」と言いなさい。い

のちの水がほしい者は、価なしにそれを受ける

がよい」黙示録 22:17。 

この招きに応じて「わたしとわたしの家(家族と

真理によって結ばれた兄弟姉妹方)とは共に主に仕

えます」(ヨシュア 24:5)と今日、新たに献身したい

と思う。 

 

 

 

 証の書より 

 

 

真理と預言の漸進的展開 

大争闘下 36 

｢聖霊の特別の光に浴した預言者たちでさえ、自分たちにゆだねられた啓示の意味を、完

全に理解してはいなかった。その意味は、神の民が、そこに含まれている教えを必要と

するにしたがって、代々にわたって示されるのであった｣。 
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大争闘下 379  

「教会史上の各時代は、その時代の神の民の必要に応じた特別な真理の展開によってそ

れぞれ特徴づけられている。新しい真理はみな、憎悪と反対を押しきって進んだ」。 

キ実 105 

｢真理には、どの時代にも新しい発展があった。つまり、時代ごとに、その人々のための

特別の神からの使命があった。古い真理はみな重要である。新しい真理は古い真理から

切り離されたものでなく、古いものの解明である。古い真理を理解して始めて、新しい

真理を悟ることができる。真理を新たに解き明かすことによって、輝く光が古いものを

いっそう輝かしくする。新しい光を拒んでなおざりにする人は、実は、古いものを持っ

ていない。それは、彼にとって、生きた力を失ったむなしい形式と化してしまうのであ

る」。 

2T 692-693 

｢この地上歴史の終末に関しての特別な真理の展開が、地上に住む最後の世代まであるの

である｣。 

RH,9-25,1883 

｢聖書の中には、特に我々の時代に関係する真理が提示されている。聖書の預言は人の子

が現れる直前の期間に焦点を当てている。その警告と脅迫は特に当てはまる。大終末の

前夜まで延びているダニエルの預言的期間は、その時起る諸事件にあふれるほどの光（光

の洪水）を投げかけている。黙示録もまた、最後の世代のために警告と教えに満ちてい

る｣。 

1 希望 22 

｢だが定められた広大な軌道にある星のように、神の目的は急ぐことも遅れることもない。

大いなる暗黒とけむるかまどの象徴を通して、神はアブラハムに、イスラエルがエジプ

トで奴隷生活を送ることを示し、その滞在期間は 400 年であると宣言された。『その後か

れらは多くの財産を携えて出てくるでしょう』と神は言われた(創世記 15：14)。このこ

とばに対して、パロが誇りとする帝国は、全力をあげて戦ったがむだだった。神の約束

に定められていた『その日に、主の全軍はエジプトの国を出た』(出エジプト 12：41)。

同じように、天の会議では、キリスト来臨の時が決定されていた。時という大時計がそ

の時間をさし示すと、イエスはベツレヘムにお生れになった｣。 

キ実 159 

｢神の律法が全世界的に無視され、神の民がその同胞からの圧迫と迫害を受けるようにな

るその時に、主が介入なさるのである｣。 

 

人の評判は神に任せよう 

スタディバイブル(旧)872 
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「我々は、自分の権利を守るために重要でない過失をとがめたりしないという点で、人

の模範となるべきである。偽りの噂が我々の周りに流布されることは予期することがで

きる。しかし、もし我々がまっすぐな道をたどり、それらのことに無関心を保つなら、

他の人々もまた関心を持たなくなるであろう。自分の評判を心配することについては、

神にお任せしよう。そのようにして、神の息子また娘として、我々には自制心があるこ

とを示すのである。神の霊に導かれていること、そして怒るに遅いことを示すのである。

中傷は、我々の生き方によって年月を経るうちに忘れられることがある。それは弁解の

言葉や憤りで静めることはできない。神を畏れて行動することに大いに気を遣おう。そ

して、行動によってそれらのうわさは間違いであることを示そう。我々の品性を最も傷

つけることができるのは、我々自身である。絶えず支柱などで支えられなくてはならな

いのは、弱った樹木やぐらつきのある家である。外部からの攻撃に対し自分の評判を守

るために、非常に思い悩んでいるのを見せると、それは、神の前に何か非難されるべき

ところがあるために、いつも正当化しようとしているのだという印象を人々に不えるこ

とになる」（MS 24, 1887 年）。 

スタディバイブル(新)565 

｢神はこの教会に変わるように求めておられる。彼らは生きているとは名ばかりで、イエ

スの愛に欠けていた。ああ、どんなに多くの人が、救われているという信仰の告白に頼

ったために堕落していることだろう。どんなに多くの人が、名を保とうと努めることに

よって失われていることだろう。もし人が、成功した伝道者、有能な教師、祈りの人、

信仰の人、献身した特別な人という評判を徔ているならば、神がお許しになる小さなテ

ストによって試みられるとき信仰の破船に会う危険が大いにある。彼の大いなる努力は、

しばしば自分の評判を保つためになされることがある。 

自分の価値に対する他人の評価を恐れて生きている人は、我々を、神を賛美するにふさ

わしい者として下さる唯一のお方である神を見失っている。忠実な自己管理者になろう。

自己から目を離してキリストを見よう。そうするならば、問題は何もなくなる。すべて

の働きは、それがどんなに優れたものに見えようとも、もしイエスの愛のうちに行われ

ないならば、何の価値もない。彼は宗教活動を、すべてくまなく行ったとしても、彼の

言動にキリストが組み込まれていなければ、彼はただ自分の名誉のために働いているに

過ぎない」（Letter 48, 1903 年）。 

1 希望 109 

｢木の価値は、その名によってではなく、その実によってきまる。もし実が無価値なら、

名はその木が滅びるのを救うことができない。ヨハネは、神の前におけるユダヤ人の立

場は、彼らの品性と生活とによって決定されるのだと宣言した。口に言うだけでは無価

値である。もしユダヤ人の品性と生活が神の律法に一致していなければ、彼らは神の民

ではない」。 

教会名簿と小羊の命の書 

RH, February 10, 1891 
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｢我々は宗派として救われるのではない。いかなる教団の名も我々を神との好意関係に入

れる徳があるわけではない。我々は主イエス・キリストの信者として個人的に救われる

のである。『あなたがたの救われたのは、実に恵みにより、信仰によるのである。それは

あなた方自身から出たものではなく、神の賜物なのである』。我々は最もすばらしい教会

の名簿に名前が記されているかもしれないが、キリストに属していないかもしれないし、

小羊の命の書に我々の名が記されていないかもしれない｣。 

 

難解な聖句： 

ダニエルは晩年には肉食をし、酒を飲んだ？ 

ダニエル 10：3「すなわち三週間の全く満ちるまでは、うまい物を食べず、肉と酒とを口にせ

ず、また身に油を塗らなかった。」 

この聖句をある人は、晩年になってダニエルは肉食をし、酒を飲んでいたと解釈する。1 章に

あるように青年時代は菜食であったが、晩年は肉食をしていたのであろうか。 

バビロンの宮廷では、①神がイスラエルに与えられた汚れた食物(レビ 11、申命記 14)としてい

たものが食されていた。②そして肉は正しくない方法で料理されていたかもしれない。(血は使っ

てはならなかった、レビ 17：13,14)。③偶像にささげられていたかもしれない(出 24：15、使 15:29, 

21:25;申命記 32:38) 

彼は、これらの食物に関するおきてに忠実に従う人であった。晩年においても原則に忠実であ

ることを彼はつらぬいた(国指下 156) 

１．｢うまいもの｣とは(chemdah＝ケマダ)、いつもの彼の菜食 

２．｢肉」とは(basar＝バサール)、実際の肉 

３．｢ぶどう酒｣(yayin ヤイン)とは？ヘブル語で強い酒は Shekhar＝シェカールという (民 

28:7)。Tirosh(ティロシュ)は、発酵していない純粋なジュースのことに用いられる(民 6：3、イザ

ヤ 65：8) 

(yayin ヤイン)は、発酵した酒､あるいは純粋なジュース両方に訳される。ヘブル語からはどち

らであったかは判別できない。従ってこの 3 節だけから彼が肉食をしていたか否か、酒を飲んで

いたか否か結論を下すことはできない。 

 ところが次の 4 節を見ると、彼が断食したのは、アビブ(ニサン)の月であることが分かる。そ

れは、過ぎ越しの祭り、種入れぬパンの祭りの間であることが分かる(出 12：1-20)。その時ユダ

ヤ人は、過ぎ越しの羊を食べた。出エジプトの時から始まった神からの指示で、イエスが来られ

るときまで続いた。 

この断食の間彼は、過ぎ越しの小羊も食べず、中東で日常に飲まれていたぶどうジュースも飲

まず、彼が普通にしていたように、菜食の食事（１章)もしていなかったことを言っている。 

この聖句をもって彼が肉食をし、ぶどう酒を飲んだと証明することはできない。彼はあまりに

も重大な 2300 日／70 週の預言を理解しようとして断食したのである。 

Dr.フランクリン・ファウラー 

 

 

 

アメリカがイラクに侵入してから殺されたイラク人の数 1,139,602 人 
アメリカ軍人が犠牲になった数 3,897 人 
イラク戦争に使われた費用 $479,257,053,121 
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神様の学校（権利の放棄パートⅡ） 

オットー・コーニング（バプテスト系パプアニューギニア宣教師） 

砂川満 訳 

 

 パイナップル・ストーリーでお話ししたよ

うに、自分の所有物を神様に明け渡した後、真

の喜びが私の心の内にありました。何も持たな

いところに自由があります。心配の種がなくな

るのです。夜もぐっすり眠れるし、精神も安ら

ぎを取り戻しました。実にすばらしい生き方だ、

と思いました。 

ところが、またまた原住民が私を悩ませまし

た。ある日、「お鍋が壊れてしまったので、直

してくれないかしら？」と家内に頼まれました

が、「直す時間がないから捨ててしまいなさい」

と答えました。他に新しい鍋があるのを知って

いたからです。次の日、原住民の男が私の事務

所にやって来て、「先生、ボクの壊れた鍋を直

してくれ」と言うのです。その壊れた鍋という

のは、前の日に家内が捨てたものでした。私は、

「家内のために直さなかったのだから、君のた

めに直すわけにはいかない」と答えました。す

ると彼に、「先生は俺たちを愛していないんだ。

自分の物ばかり直して・・・けちん坊！」と言

われてしまいました。私はけちん坊の精神に勝

利したばかりでした。事実、どうやってその精

神に勝利したか証をしていたくらいですから。

私は、「せっかくの証を、そんなに早く振り出

しに戻さないでくれ。あと十五年ぐらい待って

くれないか」と言いたい気持ちでした。オラン

ダ人にとって、けちん坊の精神に勝利するとい

うのは、大変なことなんですよ。それなのにこ

の男は、なおも私をけちん坊呼ばわりするので

す。時間を惜しんでいるから、けちだと言うの

です。私は彼にこう言いました。「けちだから

断ったのではない。私にはやる事がいっぱいあ

るのだよ。翻訳の宿題も残っているし（それが

何かは分かっていなかったはずですが）、現地

語の勉強もしなければならない。私には、そん

な物を直している暇なんかないんだよ」。しか

し、彼は執拗に、「先生は俺たちを愛していな

いんだ。愛しているのは自分だけなんだ」と言

い続けます。真実をついている部分もあるので、

あまり大きなことは言えませんが、私はこう言

いました。「君たちを愛していなければ、この

ような未開のジャングルに来るわけないじゃ

ないか。保養のために来たとでも思っているの

か？家に向かいながらこう言いたまえ、『先生

は俺たちを愛している。暇がないだけだ』と」。

彼は私の助言に従うことなく、村中に私の悪口

を言いふ

らしまし

た。彼のお

陰で、私の

評判はが

た落ちし、

伝道の働

きにも支

障をきた

しそうに

なりまし

た。 

私は、鍋を直してあげなかったことを後悔し、

その晩ほとんど眠れませんでした。自分に敵対

するようになったあの男に、どうやってキリス

トの事を伝えたらよいだろう、と悩みました。

皆さんなら、自分を憎んでいる人にどうやって

伝道しますか？「もしかしたら、あの男は、福
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音に対して生涯心を閉ざしてしまうかもしれ

ない。そうなれば、永久に失われることになる」

と考えたわけです。このように、聖霊が私の良

心をちくちくと刺します。私はとても惨めな気

持ちになり、眠ることができませんでした。あ

の男の怒った顔が、まざまざと浮かんできます。

「彼の魂が滅びるならば、それは私の責任だ」

と考えると、悩みは深まる一方です。そこで、

私は次のように祈りました。「神様、明日あの

鍋を直しますから、どうか眠らせてください」。

このように祈ったら、ようやく眠ることができ

ました。 

翌朝、あの男に連絡して、鍋をもってくるよ

うに言いました。今度は、彼のほうが当惑して

います。昨日は冷たくあしらわれ、帰るように

言われたのに、今日になって鍋をもってくるよ

うに頼まれたわけですから、わけの分からない

白人だと思ったことでしょう。 

それから、男にその鍋を持たせて、ハンドル

の修理を試みていたところに、家内が現れたの

です。新たな問題が浮上しました。家内は、「私

のためには直してくれないのに、彼らのためな

ら直してあげるのね」という捨て台詞を残して

その場を立ち去ろうとしたので、私は、「ちょ

っと待ってくれ。これには深い事情があるんだ。

僕はこのために睡眠不足になり、解決のために

はこうするしかないと、神様がおっしゃるんだ

よ」と必死で弁明することになったのです。 

鍋を修理してもらった男は、すっかり機嫌を

直してくれました。そこで、私は彼にこう言い

ました。「私は君のために一肌脱いだのだから、

君も私のために一肌脱いでくれないか」。彼は、

「一体何をするのですか？」と尋ねました。す

かさず私は、「君の家族を全員教会に連れてき

て、聖書の話を聴いてくれないか」と言いまし

た。彼には貸しができたので、これでもしかし

たら、彼とその家族をキリストに導けるかもし

れない、と思いました。奇妙な伝道方法ではあ

りますが・・・ 

ところが翌朝、大勢の原住民が外に並んで立

っていました。彼らは各々、壊れたスコップと

か、壊れたナタ、壊れた鍋などを手に持ってい

たのです。壊れたハーモニカをもってきた人も

いました。その男は、「ボクのトトを直してく

れ」と言うので、「君のトトは錆がひどくても

うだめだよ。私のパイナップル畑で雑草取りを

してくれたら、新しいのを買ってあげるから」

と答えました。けれども彼は、「この方がいい

音デル」と言い張ります。私は、「まさか、こ

んなオンボロがい

い音を出すはずは

ない」と言いまし

た。あんなにさび

付いたハーモニカ

を、一体どこで見

つけてきたのか、

全くあきれてしま

いました。彼が力

いっぱいそれを吹

くと、かろうじて

一音だけ鳴りまし

た。全くひどい音でした。彼は、「パイナップ

ル畑で働くのはめんどうだから、これを直して

くれ」と言うのです。スコップも、柄が折れて

いるものから、真っ二つに裂けているもの、金

属部分が折れ曲がっているもの、ばらばらにな

っているものまで様々でした。私は自分の弓の

こを取り出して、本当は直す価値もないスコッ

プのリベットを切ることから始めました。しか

し、修理を断るのも恐ろしい。またまた眠れぬ

夜を過ごすのはごめんでした。途方にくれた私

は、神様に祈りました。「主よ、一体どういう

ことなのか、わけが分かりません。でも、あな

たがやれとおっしゃるのでしたら、彼らのがら

くたを直します」。 

それでも、腹の虫がおさまらなかったので、

彼らに向かって、「全く、自分のがらくたは自

分で直せばいいのに」と不平をこぼしました。
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すると彼らは、「道具を貸してくれたら自分で

やりますよ」と言います。いやいや、連中に私

の道具を使わせるわけにはいきません。一度、

誰かにやすりを貸したことがありました。貸す

のは二十四時間に限定し、「ナタとナイフだけ

に使い、斧には使わないように」と注意したの

ですが、結局斧にも使ったようです。私のやす

りがどうなってしまったと思います？全く信

じられませんでした。彼らは交替で夜通しそれ

を使い続け、やすりがボールペンの表面よりも

すべすべになっていたのです。信じられます

か？二十四時間のうちにですよ。しかも、自分

でそうしておきながら、「このやすりは使い物

にならない」と文句を言っているんです。以来、

彼らに道具は貸すまいと心に決めました。 

結局その日は、彼らのがらくた修理に明け暮

れました。次の日は、別の原住民ががらくたを

もって押しかけてきました。どれも、救いよう

のないがらくたばかりです。「ただでさえ、翻

訳と現地語の勉強に追われているのに、神様は

こんな事に私を巻き込みたいのだろうか？」と

思いました。現地語の勉強がどれほど進んでい

るか、週に一度は本部に報告しなければいけな

いんです。作業をしながらも、常に不平不満を

言っていました。「君たちは時間泥棒だ！人の

時間をむだにするのもほどほどにしたまえ」と

いった具合に。「先生が俺たちに道具を貸して

くれないからだ」と言うので、彼らに道具の使

い方を教えようともしましたが、恐れていたと

おり、またまた道具を壊されてしまいました。

いらいらは募るばかりです。週に一度は、現地

語の学習レポートを書かなくてはいけません。

週に二十時間は現地語の勉強をすることにな

っていました。それが規則であり、守らなけれ

ば宣教師を続けてはいけなかったのです。現地

語を習得しなければ、現地人らに福音を伝える

ことができないわけですから。そのような事情

の下で、私はジレンマに苦しんでおりました。

彼らは相変わらず、私の時間を奪いにやってき

ます。 

年に一度の宣教師会議に行きました。がらく

た修理を始めてからこの時までに、何か月も経

過していました。ついに観念した私は、彼らに

私の道具を使わせることにしました。「もう使

い方は分かっただろう」と言って、弓のことド

リルの使い方を説明しました。私が教えた連中

は、何とか使いこなすことができるようになり

ました。「他の連中にも使い方を教えるんだぞ」

と念を押したのですが、彼らは私の勧告を無視

しました。彼らは自分の物を修理したら、使い

方を知らない連中に道具を渡して帰って行っ

たのです。残された者たちが、道具を全部壊し

てしまいました。弓のこは刃が折れ曲がってい

て、さんざんな有様でした。それから彼らは数

週間後に再びやって来て、「他に刃はないか？」

と尋ねるので、「道具箱にあるよ」と教えてあ

げたら、予備の刃と、ドリルのビットをことご

とく壊されてしまいました。金づちまでも、折

られてしまいました。一体どのような使い方を

したのか、さっぱり分かりませんでした。「君

たちは何て事をしてくれたんだ」と言ったら、

「先生の道具はどれもこれも役立たずだ」と言

われてし

まいまし

た。 

本当に

腹が立ち

ました。そ

れは、私が

自分のす

べての所

有物を神

様に明け渡していたことを忘れてしまってい

たからです。彼らは、私に残された最後の弓の

この刃とドリルのビットまでも使わせろと迫

ってきます。最後の物だけはどうしても使わせ

たくありませんでした。壊されるのは目に見え

ていたからです。「もう使わせてあげない」と
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言ったら、再びけちん坊呼ばわりされてしまい

ました。最後に残った物以外は全部与えたのに、

それでも私をけちん坊呼ばわりするのです。途

方にくれた私は、「神様、最後に残った道具ま

でも与えなくてはいけないのですか？」と祈り

ました。勿論、神様は即答なさいませんでした。

私が答えを知っていたことを、主はご存知だっ

たのです。とうとう私は、最後に残った道具を、

彼らに手渡し・・・はしないで、彼らに向かっ

て投げつけました。「いっそのこと今ここでぶ

ち壊したらどうだ」という捨てぜりふを残して。 

パイナップル・ストーリーにおいてすべての

所有物を神様に明け渡した後、なんとも言えな

い喜びを心の底から味わうことができました。

精神安定剤も要らなくなりました。健康状態も

回復し、今度こそ、この部族をキリスト教に改

宗させることができるぞという意気込みが湧

いてきました。今度こそ、神様に有効に用いて

いただけると思いました。宣教師となるべく自

らの生涯を捧げただけでなく、自分の持ち物ま

でもすべて神様に捧げたのですから。他にも捧

げるべきものがあったとは、思いもしませんで

した。 

神様が、天から私を見下ろしている様子を想

像してみて下さい。「あの男はずいぶん幸福そ

うにしているな。夜もよく眠れるようになった

みたいだ。喜びと自信にあふれ、今度こそ部族

の者たちをキリストに導くことができると信

じている。ここで水をさすのは気が進まないの

だけれど、彼は八年かかって第一学年を修了し

たばかりだ。しかも、三十九歳になっている。

他の学年を修了するのにそれほどの時間がか

かったら、私の学校を卒業することはできない

だろう。気は進まないけれど、次の学年を修学

させねば」。神様は私のことをよくご存知で、

追い詰められなければ私が降参しないことも

ご存知なのです。ほとんどの人は、プレッシャ

ーがある程度強まれば、神様に対して降参する

と思います。主は、私たちが物質的なものをす

べて明け渡すまで、私たちの物を取り去られる

ことがあります。私たちが本当の意味で管理で

きないものを与えるほど、神様は愚か者ではあ

りません。いつまでも存続しないものに固執す

る人こそが、愚か者なのです。 

 神様は、私の所有物と時間を支配したいと

望んでおられます。主は言われます：「あの男

は、まだ時間の領域において問題があるようだ。

だからもしも、大勢の原住民を彼のもとに来さ

せて、彼の時間を奪わせれば、恐らく降参する

だろう」と。神様は、私のすべての領域を支配

したいと望んでおられるのです。そこで、「こ

の頑固なオランダ

人を屈服させるに

は、これしかない」

と言って、原住民を

次から次へと私の

もとに送られたの

だと思うのです。私

はいらいらしてし

まいました。現地語

の勉強をしなくて

はならないし、教区

の要求にも応えな

くてはなりません。

夜にはまた安定剤が必要になり、パイナップ

ル・ストーリーで味わった喜びも、どこかへ行

ってしまいました。幸福だった時のことを思い

出して、ますます落ち込んでしまいました。皆

さんも、そういうことがありますか？「あの頃

に戻りたいな」とか、「独身の頃は良かったな」

とか・・・？年をとればとるほど人生が複雑に

なり、より単純で若さにあふれていた頃が懐か

しくなることはありませんか。 

 原住民が次から次へとやってきたり、子育

てに追われたりしていると、以前のように神様

との個人的な交わりの時間がなかなか取れず、

自分は背教に向かっているのではないか、との

不安に駆られることもありました。しかし実際
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には、背教に向かっているのではなく、第二学

年で学ばされていたのでした。より高いレベル

の課題に四苦八苦していたわけです。ですから、

人生の学び舎にあって、以前よりも辛い境遇に

置かれても、意気消沈し、くじけてしまっては

いけません。この課題を修得すれば、次の学年

に進級させてもらえるのです。そうは見えなく

ても、実際は向上しているのです。 

 当時は私もそのことが分からずに、神様に

向かって訴えていました。「神様、お願いです

から、この連中を何とかしてください。宣教師

としての仕事を私が遂行できるように、彼らが

ここに来るのを阻止してください。神様、どう

か助けてください。私の大切な時間が奪われて

います。私ひとりで、あれだけ大勢の人たちの

要求に応えることはとてもできません」。しか

し、どんなに祈って助けを求めても、神様は私

の祈りを聞いておられないかのように思われ

ました。それどころか、私のもとに持ち込まれ

るがらくたは、増える一方でした。かえって、

神様がそのように仕向けているようにさえ思

われました。なぜなら、いつしか他の村からも、

原住民が押し寄せてきていたからです。神様に

助けを求めれば求めるほど、状況は悪化してい

くように思われました。皆さんも、似たような

経験をされたことはありませんか？ 

 年次総会の時がやってきました。霊的な学

びの集会もありますが、この時に、現地語学習

のレポートも発表しなければなりません。参加

する宣教師の中には、現地語を速やかに習得し、

非の打ち所のない学習レポートを提出する優

等生君もいます。この人は、現地語の勉強以外

何もしていないのではないかと、皮肉を言って

やりたくなるくらいです。参加者は四十人ほど

いて、宣教師の妻たちも同席しています。その

中で、この優等生君が先頭に立って自分の学習

レポートを披露し、それから一人ひとりの宣教

師に、「君の学習経過はどうか？」といった具

合に尋ねて回ります。家内が私の耳元で、「あ

なたの番が来たら、一体何て言うつもり？」と

ささやきました。务等生君と結婚してしまった

という自覚がありますから、穏やかではありま

せん。みんな、なかなか優秀なレポートを披露

し、宣教師としての高い評価をもらっているよ

うでした。いよいよ私の番が来ました。「コー

ニング先生、前回のレポートよりもいいものが

できましたか？」と尋ねられ、「いいえ」と答

えるしかありませんでした。極めてばつの悪い

状況でした。私をこの難局から救うために、す

かさず次の質問が投げかけられました。「マル

コによる福音書の翻訳は始めましたか？」この

質問に対しても、「言語学習が思うように進ん

でいませんので、翻訳どころではありません」

と答えるしかありません。面食らった彼は、「一

体どういうことですか？現地では、何をしてい

るのですか？」と尋ねてきました。この質問に

だけは、決して答えるまいと心に決めていまし

た。家内にも、「私ががらくた修理をしている

などとは、絶対誰にも言うんじゃないぞ」と念

を押してありました。家内だけではありません。

原住民たちにも、「（教区の役員であろうが、政

府の役人であろうが、物資を運んでくるパイロ

ットであろうが）よそ者には決して、つまり誰

であろうと服を着ている人には、私がやってい

ることを口外してはいけない」と言い聞かせて

ありました。私のところにがらくたを持ってく

るすべての原住民に、「この事は秘密だからな」
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と言い聞かせてあったのです。すると、たいて

いの人は次のように反応します。「先生、これ

は俺たちだけの秘密で、ここでやっている事は、

他の誰も知らないということか？」中には、こ

んな人もいました。「ここでやっている事は、

世界中で俺たちしか知らないということは、俺

たちが世界で一番あたまがいいということ

か？」私が、「そのとおり！」と答えると、彼

は鼻高々にスキップしながら帰って行きまし

た。私が念を押すために、「もし誰かにこの事

を話したら、その人も僕たちと同じくらい賢く

なってしまうからな」と言うと、誰もが「絶対

に言うものか」と答えます。彼らは本気で、自

分たちが世界一賢い人間だと信じていました。

そのように信じ込ませることは、私にとっても

好都合だったのです。 

 話をもとに戻しますが、「現地では何をし

ているのか？」と尋ねられたときに、私も家内

も原住民たちも口を割らなければ、がらくた修

理の件が発覚することはないだろうと踏んで

いました。先の質問に対しては、「あれやこれ

や、いろんな事をしています」と答えました。

嘘は言っていませんよ。修理しているがらくた

は、鍋だったり、ハーモニカだったり、スコッ

プだったり、実にいろいろあるわけですから。

すると、「コーニング先生、あなたは優先順位

のリストを作り、現地語の学習をその上位に入

れなければいけませんよ」と言われました。そ

んな事は、言われなくても分かっています。そ

れでも一

応、これは

何とあり

がたい助

言だろう

か、という

ような態

度で話を

聞いてい

ました。「はい、全くおっしゃるとおりです」

といった具合に。素直に助言に同意したため、

長々と説教されることなく、もう一年の猶予を

もらいました。このようにして、何とかその場

を切り抜けました。 

 年次総会に参加したついでに、発電機と電

動工具を仕入れました。電動工具があれば、時

間を大いに節約できると考えたわけです。さっ

さとがらくた修理を済ませ、現地語の学習にと

りかかれば、教区も神様も満足してくれるだろ

うと思いました。現地に戻るとすぐに作業台を

作り、電動工具一式をそこに掛けました。これ

まで抱えていた問題も、これでいっきに解決で

きると考えました。ところがこの策は、パイナ

ップル・ストーリーのシェパード犬のようなも

のでした。私がシェパード犬を使って問題を解

決しようとしたのを憶えていらっしゃいます

か。事態は好転すると思っていたのに、ますま

す悪化したのです。 

 再び、神様が天から見下ろしている様子を

想像してみてください。「おやおや、あの男は、

電動工具一式をそろえて得意になっている。な

らば、もっとたくさんのがらくたを送り込んで

やろう」。間もなくして、はるか遠く離れた部

族の連中までも、私のところに押しかけてきま

した。彼らは尐し背が低く、言語も異なってい

て、最初は彼らの言っていることが理解できま

せんでした。それなのに、がらくたを持って押

しかけてきたのです。一体どうやって、私のこ

とを聞きつけたのでしょう？お互いかたこと

のインドネシア語で、何とか言葉を交わすこと

ができました。私は彼らにこう言いました。「君

たちの地区にはカトリックの神父さんがいる

だろう？彼のところにがらくたを持って行け

ばいいだろう」と。そしたら、「先生、神父さ

んは工具を持っていません」という答えが返っ

てきました。実にいまいましく思いましたが、

私の負けです。結局、他の部族のがらくたまで

も修理する羽目になりました。確かに仕事は速
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くなりましたが、もっと多くの時間を取られて

しまいました。仕事量が大幅に増えたのです。

私は、神様に向かって叫びました：「神様、私

はあなたに従いたくて、自分の問題を解決しよ

うとしたのです。がらくた修理の仕事を速やか

にさばくために電動工具もそろえました。それ

なのに、仕事は増えるばかりです。どうか、助

けてください」。私が自分で問題を解決しよう

と躍起になっている間、神様は、私が完全に屈

服するのを待っておられたのです。 

 そうこうしている内に、別の部族からもが

らくたが押し寄せてきました。とても背の高い

原住民でした。彼らは比較的、政府の近くに住

んでいるため、物も多く持っています。当然、

がらくたも多く出ます。今では、三部族のがら

くたを修理していました。このままでは、さら

に他の部族からも人々が押し寄せてくるに違

いないと思い、途方に暮れてしまいました。文

字通り、がらくた修理に明け暮れる日々でした。

夜には、現地語の勉強が待っていました。私が

過労で倒れるのではないかと、家内は心配しま

した。せっかくパイナップル・ストーリーの時

にやめた精神安定剤を、再び服用していました。

パイナップル・ストーリーで、「先生はクリス

チャンになりましたね」と言われたのですが、

今では、「先生はクリスチャンではありません」

と言われていたのです。手痛い言葉でした。神

様を喜ばせようと思って、懸命に働いていたの

に、いつの間にか、不機嫌な人間になっていた

のです。家内や子供たちに対しても、気難しい

夫、父親になっていました。とても惨めでした。

心を落ち着けて祈る時間も、御言葉を学ぶ時間

もとれなくなっていました。ちょうどパイナッ

プル・ストーリーの時のように、健康状態もほ

とんど限界にきていて、宣教師の仕事ももう続

けられないと思いました。 

 ひざまずいて祈りました。「神様、私はど

うすればよいのでしょう？がらくた修理は、あ

なたが私に求められた事なのではないでしょ

うか？しかし教区からは、さらにハードな言語

学習を求められます。両方の求めに応じるのは

無理です」。神様

に向かって熱烈

な訴えをし、助

けを請い求めま

した。それでも、

答えはありませ

ん。とうとう祈

り疲れて、黙り

こくりました。

皆さんも、その

ような経験はあ

りませんか。しかし、そういう時こそ、主から

お言葉を賜わることができるのです。心に質問

が与えられました。「お前が自分の所有物を私

に明け渡したときに、何が起こったか？」「神

様、パイナップルを始め、あなたは私が捧げた

すべての物を祝福してくださいました」。突然、

光が差し込んだように思われました。「神様、

私の時間もあなたにお捧げいたします。あなた

が私に、一生がらくた修理をせよと言われるの

なら、そのようにいたします」。このようにし

て、私は自分の時間を神様に明け渡しました。

明日からは、喜んでがらくた修理にいそしもう

と決心しました。その晩、「神様、残りの生涯、

あなたが私に何を望まれようと、私の所有物同

様、時間もあなたのものです」と祈ってから、

眠りにつきました。 

 翌朝、いつもの如く、がらくたを手にした

原住民が私を待っていました。私は、彼らに向

かって微笑みかけました。連中は、信じられな

い、といった顔をしていました。私は優しく、

「では、さっさと仕事に取りかかろうか」と言

いました。二、三日たってから、「先生、また

またクリスチャンになりましたね」と言われま

した。あまり嬉しい褒め言葉ではありませんで

したが、何と言われようと、喜んでがらくた修

理に取り組むことにしていましたので、動ずる
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ことはありません。もはや、気難しい態度でで

はなく、快活に仕事をしながら、彼らにキリス

トのことを教えていました。修理を終えたら、

「私のために教会に来て、キリストのお話を聴

いてくれないか？家族の人たちも連れてきて

くれたまえ」と頼みました。本国に連れ戻され

るかもしれないという危機感を覚えていまし

たが、実のところ、それだけはいやでした。当

時、私の父はまだ生きていました。父と私の間

には、ある問題がありました。私は次男坊です

が、兄は何でもできる利発な子供でした。それ

に比べて、私は何をやっても鈍くさい子供だっ

たのです。何かにつけて兄と比較され、しばし

ば父親からは、「お前は何のとりえもない奴だ」

と言われていました。そのために、反骨精神の

ようなものが私の中にありました。いつか自分

にも取り柄があることを証明してやりたい、と

思って育ったような気がします。それが幸いし

たかどうかは分かりませんが、兄弟の中で、私

だけが高校を卒業しました。他の兄弟よりも私

の方が賢かったわけではありませんが、その後、

大学も卒業することができました。宣教師にな

ってからも、まだ心のどこかで、「自分にもと

りえがあることをお父さんに証明しなければ」

と思っていました。ですから、どうしても挫折

して本国に戻るわけにはいかなかったのです。

父親はまだ生きていましたから。亡くなってい

れば、話は違っていたかもしれません。「やっ

ぱりお前は何のとりえもない奴だ！」と言われ

ずに済んだでしょうから・・・ 

快活に仕事ができるようになると、頭を切

り替えることもできるようになり、がらくた修

理を伝道に利用しよう、という考えが浮かんで

きたわけです。私にがらくた修理をしてもらっ

た人は、家族も一緒に、全員が教会へ来るよう

になりました。やがて、がらくた修理をしに、

自分から他の村へ足を運ぶようになり、その結

果、他の部族の人たちもこぞって教会にやって

きました。私が行くところどこでも、人々は教

会にやってくるようになりました。ある日、家

内のためにロッキング・チェアーを直していた

ら、窓の外からその様子を見ていた原住民のひ

とりが（連中はいつでも平気で窓の外から他人

の家を覗きます）、「先生、手伝いましょうか？」

と言いました。私は、「よろしく頼む」と答え

ました。彼は家の中に入ってきて、上手に私の

手伝いをしてくれました。修理を終えてから、

「報酬は何が欲しい？」と尋ねると、「何も欲

しくはありません」と答えるではありませんか。

すっかり面食らってしまった私は、「本当に何

も欲しくはないのか？」と聞き返しました。彼

は、「いいえ、先生は俺のスコップを直してく

れた。お礼に、手伝うのは当たり前」と言うの

です。彼らの中で、何か変化が起こっていまし

た。愛は、愛によって目覚めさせられるのです。

原住民が教会へ来るようになったので、これま

でよりも容易に、彼らにキリストを紹介するこ

とができるようになりました。しかしながら、

現地語の学習は、全く進んでいませんでした。

机に向かうことすら、ほとんどありませんでし

たから。大勢の原住民が、教会にやってくるよ

うになりました。特に、一家のあるじである男

たちには、お祈りの仕方を教えました。教会は

活気づいて良かったのですが、まだまだ問題は

山積していました。家内が、「今度の年次総会

では、どんな言い訳をするつもり？あと四か月

しかありませんよ」と尋ねました。私は、「分

からない。でも、今度こそごまかしは通用しな

いだろう」と言いました。「いいかげん、がら

くた修理は

やめたらど

うですか？」

と懇願する

彼女に、「神

様がやめさ

せてくださ

らないのだから、仕方がない」と答えると、頭

を振って、その場から立ち去ってしまいました。 
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年次総会があと二か月に迫っていた頃、教

区から、宣教師の調査のため、お偉いさんがや

ってくることになりました。言うなれば、彼は

私の上司で、私の至らないところを探し出し、

まずい点があれば厳しく指導してやろうと思

って来ているわけですが、彼は現地語が全く話

せません。そういう意味では、私のほうに地の

利がありました。 

そのお偉いさんは、土曜日の午後に到着す

ることになっていました。ちょうどその頃、私

は十人の男たちに教会での説教の仕方を教え

ていました。その男たちにこう吹き込みまし

た：「もうじき、我々を調査しに（実のところ

調査の対象は私だけでしたが）ある人がやって

くる。その人には、我々のいいところだけを見

せなくてはいけない。決してへまをしないよう

に」。それから、最も優秀な男を選び、彼に向

かって、「明日の集会では、君が説教をするよ

うに」と指示を与えました。彼は、「何を話し

ていいか分かりません」と言うので、「何でも

いいから、自分が一番得意の、お気に入りの話

をしなさい」と助言を与えました。「とにかく

大きな声で、熱心に話しなさい。同じ話を二度

繰り返してもいいから（どうせ、教区のお偉い

さんには分かりっこありません）」。それから、

一番歌の上手な男に、讃美歌礼拝を担当させま

した。このようにして、教区からの訪問者を迎

えるのに、準備万端ととのえました。会衆に対

しても、普段以上に大声で賛美歌を歌い、説教

を聴くときには頭を振って「アーメン、アーメ

ン」と言うように指示を出させました。 

 とうとう、そのお偉いさんが物資運搬用の

飛行機でやってきました。出迎えた私と握手を

交わすや否や、彼は思っていたとおりの質問を

投げかけてきました。「現地語の学習は順調に

進んでいるんだろう？」私が「はい！」と答え

るのを大いに期待している表情でした。ところ

が私は、「いいえ、あまりうまくいっていませ

ん」と答えたのです。彼の期待を裏切ったこと

については、本当に申し訳ない気持ちでいっぱ

いでした。「聖書の翻訳は始めたんだろうね？」

との問いに対しても、「いいえ、まだ現地語を

そこまで使いこなすことができません」と答え

るしかありませんでした。彼は明らかに失望し

た表情で、「オットー君、君は一体ここで何を

しているんだね？」と尋ねました。私は心の中

で、「それだけは決して言うまい」と思いまし

た。念を押してありますので、家内も原住民の

人たちも決して言わないはずです。私のもくろ

みでは、彼の任務は失敗に終わることになって

いました。「君はここで何をしているんだね？」

との質問に、私は、「あれやこれや、いろんな

事です」と答えました。勿論、そんな曖昧な答

えで満足してくれるわけはありません。彼はさ

らに、私に詰め寄ろうとしましたが、そのたび

に原住民たちが話に割り込んできます。彼らは、

いつもこのように無作法なのですが、この時ば

かりは私にとって好都合でした。お陰で、追い

詰められずに済んだわけですから。そして、彼

らは私に向かって、「先生、見て見て！この白

人、実にまぬけな顔をしているね。この人は、

何も知らないんでしょう？洋服は着ているけ

れど、俺たちよりも頭が悪いんだ。俺たちが世

界で一番頭がいいんだから。そうでしょう？先

生」と言うので、私も調子に乗って、「そのと

おり！」と答えると、みんながお腹を抱えて笑

い転げていました。私もこらえきれずに大笑い

してしまいましたが、教区からの訪問者だけは、

何がなんだかわけが分からないという顔をし
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ていました。「何がそんなにおかしいのだ？」

と訊かれたので、「ここの部族特有のジョーク

なんですよ。訳すのは、ちょっと難しいですね」

と答えてしまいました。結局そこでは、このよ

うにして難局を乗り切ることができました。 

 それから、彼を私の住宅に案内しました。

彼は私の作業場を見て、目を丸くしてしまいま

した。電動工具など、設備が整っていることに

驚いたわけです。彼は思わず、「ここでは何を

するんだ？」と訊いたんです。勿論、これはお

かしな質問です。作業場では、壊れた物を修理

するに決まっていますから。しかしこの時、私

は作業場をきれいに片付けてあり、念のために

修理中の物も置いていませんでした。工具はき

ちんと壁に掛けてありました。それから、「君

はここでかなりの時間を費やすのかね？」と訊

いてきました。その質問だけはして欲しくなか

ったのですが、幸い原住民たちが窓の外から覗

いていて、やじを飛ばしたりしていました。と

っさに、「外が騒がしいですね。何かあるみた

いですよ」と言って、彼を作業場から外に連れ

出しました。このように、原住民のお陰で、何

度も窮地を脱することができました。 

 日曜日の朝になりました。いよいよショー

の始まりです。集会の開始を知らせる鐘が鳴る

と、教区からのお偉いさんが、「そろそろ教会

に行きましょうか」と促すので、私は、「いい

え、私たちは一番後に入っていくことになって

います」と言いました。集会が始まるのを待っ

てから、私たちは中に入り、席につきました。

間もなく、説教が始まりました。私が説教者に

選んだ男は、期待以上の働きをしてくれました。

熱烈に大声で語り、メッセージ自体もすばらし

い内容でした。そして、会衆も盛んに「アーメ

ン、アーメン！」と応えていました。また、こ

の日に限って、教会は満員の状態でした。他の

村からも、応援が駆けつけてくれていたような

のです。讃美歌礼拝も活気にあふれていました。

そこの原住民はあまり歌が上手ではありませ

ん。にもかかわらず、みんな一生懸命歌ってい

ました。集会を見て、彼は、全く信じられない

といった顔をしていました。 

 集会が終わってから、彼は、「今でも信じ

られない」と言いました。「会衆の賛美といい、

あの説教者といい、実にすばらしかった！とこ

ろで、あれは全部君が指導したのかね（他に誰

が指導したというのでしょう）？」という具合

に、すこぶる感心した様子でした。「君が受け

持っている教会はいくつあるのかね？」と尋ね

るので、「三つです」と答えました。するとま

た、「本当に信じられない」を連発しています。

「君がここに来てから、何年になるのかね？」

と尋ねるので、「八年くらいです」と答えまし

た。彼はこう言いました：「この地方で、これ

ほど盛んな教会は見たことがない。しかも、た

った八年で、これほどの教会成長を遂げたと言

うのかね？いやあ、信じられんなあ」。彼によ

ると、私の教会は、他と比べれば五年から十年

も進んでいるそうなのです。「君はここで、ど

んな事をしているのかね？」と尋ねるので、「た

っぷり時間をかけて、現地の人たちと交わって

います（がらくた修理をしながらですが・・・）」

と答えました。さもありなん、といった様子で

した。集会中のお祈りにも、感銘を受けたよう

です。彼らは目立ちたがり屋なので、集会の時
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には、われ先にとお祈りの役を買って出ます。

彼らの気持ちを汲んで、集会中は賛美歌の合間

にも、証と証の間にも代わりばんこでお祈りを

させることにしました。不思議に思った彼は、

「どうしてそんなに大勢の人がお祈りをする

のか？」と尋ねたわけです。私は、誰もかれも

がお祈りの役を買って出るので、みんなにお祈

りをあてるのにとても苦労していると説明し

ました。非常に驚いた彼は、「私の教会では、

誰もお祈りをしたがらないのに・・・ここの教

会は本当にすごい！」と言って、ますます感心

していました。私が自分の時間を主に捧げてい

たことについては、無論知る由もありません。

最後に彼は、「どうぞ、今の働きを継続してく

ださい」と言って、月曜日の朝にそこを去りま

した。事実上、私にがらくた修理を継続する許

可をくれたわけです。無論、その事を知らずに

ですけれども・・・。 

 再び、年次総会に出向くことになりました。

現地語学習のレポート発表の前日、私も家内も

なかなか眠れませんでした。いよいよ年貢の納

め時です。これで私たちは、本国に帰されるだ

ろうと思いました。明日、私の評判は地に墜ち

ることでしょう。「評判」は、私にとって、神

様の学校の第三学年における課題でありまし

た。第一学年では私の「所有物」を明け渡すこ

とを学び、第二学年では私の「時間」を明け渡

すことを学んだわけです。事実、私の時間を主

に捧げて以来、喜びにあふれる生活を取り戻す

ことができました。精神安定剤も不要になりま

した。「これで神様は、私を思う存分用いるこ

とがおできになる」と信じていました。ところ

が神様は、天からご覧になり、「ああ、ようや

く第二学年を修了したようだ！進級させて、学

びを継続させよう」とお考えになったはずです。

なぜなら主は、私がキリストのみかたちを反映

させるようになることを望んでおられるから

です。皆さんに対しても、神様が抱いておられ

る理想は同じです。ですから皆さんも神様の学

校で学んでいて、そのために奮闘し、苦しんで

いらっしゃるかもしれません。主は、私たち全

員が、キリストのようになることを望んでおら

れます。そのために、私たちを学校に入れるわ

けです。この事だけは、はっきり申し上げてお

きたいと思います。クリスチャンになろうと決

心する人には、神様の学校での様々な課題が待

っています。神様は、私たちがすべてを主に明

け渡して、幸福になることを喜ばれるのです。

できることなら、私たちが苦しまないで済むよ

うにと望んでおられます。初めから、私たちが

主にすべてを明け渡して、各学年の学びを修了

できれば、と望んでおられるわけです。親も、

できれば子供を懲らしめることなく指導して

いきたいと考えます。しかし、時にはどうして

も懲らしめのむちが必要なのです。 

 現地語学習レポートを発表しなければな

らない前の晩、私は再び神様に嘆願していまし

た。「神様、このままでは本国に帰されてしま

います。どうすればよいのでしょう？私はあな

たのために働きたいのです」。さんざん訴えた

あげく、私は沈黙しました。すると再び、「お

前が自分の所有物を私に明け渡したときに、何

が起こったか？」との問いが聞こえてきました。

神様はしばしば、私たちの質問に、質問をもっ

てお答えになることがあります。聖書にも、そ

のような事例が数多く載っています。次に、「お

前が自分の時間を私に明け渡したときに、何が

起こったか？」との問いが、心の中で聞こえて

きました。「私の宣教区では、伝道が十年も先

を行っていると言われました。しかも私ががら

くたを直してあげたので、人々は進んで教会に
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来るようになりました」と答えました。そして

突然、自分の評判が失われるのを恐れているこ

とに気がついたのです。「神様、私の評判もあ

なたにお捧げいたします」と祈りました。朝に

なれば、どうせ失うことになるわけですから。

でも、それを失う前に放棄することが重要なの

です。皆さんも、それが何であれ、選択の余地

が残されている間に、自分のものを主の祭壇に

捧げましょう。「神様、明日どのような処分が

下されようとも、喜んでお受けいたします。本

国に帰されることになっても構いません。そし

て父から、『やっぱり、何のとりえもない奴だ』

と言われようとも、微笑んでいたいと思いま

す」。父に対する反発も、結局は私が自分の評

判を気にしていたことが原因だったのです。自

らの評判を主に明け渡すならば、人間関係にお

けるほとんどの問題は解消されます。私の心に、

喜びが戻ってきました。たとえどのように思わ

れようと、すべて正直に話す決心をしました。 

 いよいよ学習レポート発表の時がやって

きました。私の心境の変化について何も知らな

い家内は、最初から赤面しています。彼女の身

になって考えれば、でき損ないの夫を持つ妻と

して同席しなければならないわけですから、ば

つが悪いのも無理ありません。そういう彼女の

横で、私はニコニコしていました。自らの評判

をも放棄した私には、何も失うものがなかった

わけです。ニコニコしている私を見て、家内は、

「何をニタニタしているの（こっちはニコニコ

しているつもりなのだけど・・・）？気は確か

なの？」と囁きました。この日が近づくにつれ

て、私が苦悩していたことを知っていましたか

ら、とうとう、神経のどこかがぷっつり切れて

しまったかと思ったようです。報告会はすでに

始まっていて、私の番が近づいてきていました。

家内は私に、「何をお話しするつもり？訊かれ

ない事は、答えなくてもいいのですよ」と言い

ました。「分かっている。でも、嘘だけはつか

ないつもりだ」と答えて平然としている私を、

全く理解できないようでした。いよいよ私の番

がやってきました。司会者の人が、「コーニン

グ先生、先の総会以来、現地語の学習に進展は

ありましたか？」と尋ねました。私が満面の笑

みを浮かべながら、「いいえ」と答えたので、

すっかり面食らっていました。驚いたことに、

彼はそれ以上何も言わずにうつむいてしまっ

たのです。彼だけではありません。出席してい

る宣教師たち全員が、うつむいてしまったので

す。最初からうつむいている家内を含め、私以

外の全員がうつむいてしまいました。皆さんも

一度試してみてください。まじめな集まりで、

自分がしくじったことを告白し、そして微笑む

んです。居合わせた人たちは、この不自然な組

み合わせにどう反応してよいか分からなくな

ります。但しその前に、自分の評判を祭壇に捧

げなければなりません。そうでないと、まじめ

な集まりで自分がしくじったことを告白して

おきながら、微笑むことなんかできないはずで

す。 

 うつむいている人たちを見回して、「ああ、

私は自由だ！」としみじみ思いました。すると

突然、私のところへ視察に来た宣教師が立ち上

がり、次のように発言しました。「ちょっと待

ってください。コーニング兄弟の処遇について

話し合う前に、言いたい事があります。どうか

皆さんも、彼が担当している教会へ行って見て

ください。私はそこへ行って、集会に出席しま

した。原住民の説教と、会衆の賛美を皆さんも

聴くべき

です。そこ

では、みん

ながお祈

りをした

がります。

我々は、こ

の兄弟か

ら学ぶべ
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き事が多くあるはずです！」全員が顔を上げ、

司会者の人が、「とても良い報告を聞かせても

らいました。ところでコーニング先生、現地で

は何をなさっているのですか？」と言いました。

なんだか自分にとって情況が好転しているよ

うだったので、自信が湧いてきて、「たっぷり

時間をかけて、現地の人たちと交わっていま

す」と答えました。調子に乗って、「あれこれ

と、何でもやっています」とも言いました。そ

れから、別の人が立ち上がって、「コーニング

先生、あなたはどんな伝道方法を用いていらっ

しゃるのですか？」と尋ねました。尐々まごつ

きましたが、「時間をかけて現地人と交わると、

彼らは教会に来てくれるようになり、多くの人

が神様を受け入れたんです」と答えると、みん

な納得してくれて、「すばらしいですね。今の

働きを継続してください」との励ましまでいた

だきました。これで事実上、教区からもがらく

た修理の許可をもらったわけです。こうして、

無事に総会を終えて戻ってくることができま

した。 

 皆さん、問題に直面したときは、孤軍奮闘

するのではなく、神様にすべてをお任せしまし

ょう。神様の学校において、飛び級はできませ

ん。世の学校においても同じですよね。「○○

君は読み書きがうまくできないので、とりあえ

ず、算数のお勉強だけさせましょう」と言う先

生はいないはずです。神様も、私たちが一つの

課題を修得するまで、あの手この手でプレッシ

ャーをかけてきます。私の父は、第一学年も修

了することができませんでした。オランダ人特

有の、物に執着するタイプでした。戦時中、ド

イツ人に奪われないように、銀の宝物をどこか

に隠しました。戦争が終わって、それが見つか

らなかったので、逆上していました。自分のた

めには、決してお金を使いませんでした。大変

な働き者でした。いくつかの仕事を掛け持ち、

それで儲かっても、どういうわけか儲けがぱあ

になるんです。そのような事態に追い込んでま

で、神様が父に教えようとしておられたのだと

思います。教会には、惜しまず献金をする人で

した。教会に多く捧げれば、それだけ見返りも

大きいと考えていたのです。教会に献金し、自

分のためにも多く蓄えようとしました。それを

自分のために使うことはありませんでした。七

十七年の生涯を終えたとき、父の残した遺産は、

半分しか支払いが済んでいない小さな家だけ

でした。これが働き詰めの生涯を送り、教会に

多額の献金をし、蓄えることに懸命だった人の

結末であります。 

 昏睡状態になって息を引きとる前に、彼は

私と私の息子にこう言ったのです。「自分自身

のために財産を蓄えようとするな。金持ちにな

ろうとしてはいけない。イエス・キリストだけ

に仕え、あとは何も思い煩うな。神様に仕える

こと以外、重要なものは何もないから」。皆さ

ん、お分かりですか。私の父は、死の床にあっ

て、ついにすべてを放棄したのです。その時、

彼は第一学年を修了したと私は考えています。

しかし悲しいことに、彼に終業式の喜びを味わ

う時間は残されていませんでした。 

 その年、私は宣教地区の顧問に選ばれまし

た。長年、やってみたいと思っていた役職です。

これまで、その役職を獲得するために、できる

限りの犠牲を払い、努力を惜しみませんでした。

しかし、どんなに根回しをしても、役員たちに

好印象を与えようとしても、選出されることは

ありませんでした。総会のたびに、くやしい思

いをしていました。ところがその年の総会には、

もはやそんな事を気にすることなく、平安な気

持ちで臨むことができました。自分の評判を捧

げたわけですから、上の地位に就きたいという

思いはなくなっていました。そうしたら、誰が

最初に選ばれたと思いますか？どういうわけ

か、この私が選ばれたのでした。イエス様は、

「自分を低くする者は、高くされるであろう」

と言われましたね（マタイ 23：12）。これは、

真理であります。天が定めた法則なのです。反
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対に、自ら高ぶる者は、卑しめられるでしょう。 

 「だから、あなたがたは、神の力強い御手

の下に、自らを低くしなさい。時が来れば神は

あなたがたを高くして下さるであろう」（Ⅰペ

テロ５：６）。神様は力強い御手を持っておら

れ、実に様々な方法を用いて、私たちに教訓を

与えようとしておられます。神様の学校におい

ては、さらなる学年へと進級していかなければ

なりません。私には、あと何学年残っているの

か分かりませんが、第五学年あたりから、私も

ようやくこつをつかみました。神様から権利を

放棄するように求められているのだと分かる

と、すぐに応答して捧げるようになりました。

しかし、第四学年は私の子供たちでした。子供

たちを祭壇に捧げるのに手間どり、とても苦労

しました。子供を本当に失いかけたときに、よ

うやく悟ることができたのでした。辛い経験で

した。第五学年は私の妻でした。 

 今日、教会においても、傷ついている人た

ちを多く見かけます。なぜクリスチャンが傷つ

くのか、驚きを覚えます。ある姉妹が癌を患い、

死期が迫ってきました。彼女は生涯教会に通い

続け、什一も諸献金も忠実に捧げてきました。

私は天に向かって、「神様、一体どういうこと

ですか？この女性は信心深い人です。生涯あな

たに仕えてきたではありませんか？どうして、

最期にこれほど苦しまなくてはいけないので

すか？」と訴えました。他にも、多くのクリス

チャンが苦しんでいます。時には、クリスチャ

ンが福音を知らない世の人々よりも苦しむこ

とがないでしょうか。そのような時に、当惑す

ることがないでしょうか。皆さん、私たちは神

様の学校に在学しているのです。世の人々はそ

うではありません。主は、私たちがキリストの

ようになることを望んでおられます。そのため

に、私たちに圧力をかけられることがあるので

す。それに応えないと、さらなる圧力が加えら

れます。キリストに似る者とするために、主は

私たちが病床につくことをお許しになるかも

しれません。

クリスチャ

ンが病気で

臥すことに

なったら、

神様に助け

を呼び求め

ないでしょ

うか？かの女性信者は、一つの領域において、

まだ自分の権利に固執していたのかもしれま

せん。すべての権利を放棄していたら、主は病

気の苦しみを、あるいは病気そのものを取り除

かれたかもしれないのです。私は思うのですが、

病気の人が健康になる権利を放棄しない限り、

その人のために油注ぎの祈りすらやるべきで

はありません。健康であれ、時間であれ、妻子

であれ、自らの評判であれ、能力であれ、すべ

ての領域を主に捧げなければいけないのです。

多くのクリスチャンが味わっている苦しみの

ほとんどは、本当は避けられると思うのです。

確かに、他の理由で苦しみがやってくる場合も

あります。しかし、クリスチャンの中に見られ

る苦しみの最大の理由は、教会を清めるために

神様がお許しになる試練、訓練であります。神

様は、私たちを純金にするために、必要とあれ

ば火のような試練をもお許しになるのです。そ

して、私たちが権利を明け渡しさえするならば、

多くの試練や苦しみを避けることができるの

です。ですから、皆さんが苦しんでいる人を見

かけたら、「神にすべてを明け渡しなさい」と

言ってあげてください。私たちがすべての権利

を放棄して主に委ねるとき、主が最善と思われ

ることを行ってくださるでしょう。繰り返しま

すが、神様のご計画は、私たちがキリストに似

る者にまで成長することなのです。 

 「神は、神を愛する者たち、すなわち、ご

計画に従って召された者たちと共に働いて、万

事を益となるようにして下さることを、わたし

たちは知っている」（ローマ８：28）。 
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彼女の手紙、日記は一般に知られている立派な修道女として、またノーベル平和賞受賞者とい

うイメージとは完く異なる女性であることを提示している。    

聖人と認められる可能性が高かったマザー・テレサは、神を疑い始めていた事実を認めた。そ

のことを考慮に入れて伝記は書き直されなければならないであろうということが昨日ローマで発

表された。 

カルカッタの貧しい人たちの間で何年もの間働いたマザー・テレサが、１９５８年に次のよう

に書いた：「私の微笑は多くの痛みを隠す大きい外套です」.... 

ダイアナ、ウェールズのプリンセスによって大いに称賛されたマザー・テレサは、ある手紙で

大司教曰く：マザー・テレ

サは悪魔払いを経験した－

2009 9 月 7 日 

 

 

 

貧しい人に命をかけた奉仕で世界的に有名に

なったカトリック信者、マザーテレサは 1979 年

にノーベル賞受賞。しかし…臨終にこんな苦痛が

あったとは… 

大司教曰く：マザー・テレサ
は悪魔払いを経験した―200
１年 9月 7日 

 

 

 

日記の一部： 
｢…私の信仰はどこに？－私の奥深い

ところには空しさと暗黒以外何もあり
ません。―我が神よ、この計り知れない
苦痛－私には信仰はない－心につまる
言葉も思いもあえて言いません－それ
は口で言い表せない苦痛です｣ 
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言った：「地獄のいまわしい者たちは、神を失った経験のため永遠の罰を苦しんでいます。私自身

の魂もこの損失の恐ろしい痛みを感じます」。 「神は私を欲していない、神は神ではない、そし

て神は本当に存在するとは感じません」。 

ローマのポピュラーな日刊紙“Messeggero”には：「マザー・テレサの真実はこうである。最初

の１年はビジョンを持っていた。しかし後の５０年は疑いを持っていた人であった―彼女の死ま

で」とある。 

彼女の疑いの期間は、ビジョンを持ちはじめてからカルカッタの学校の教師をしていたが、や

めてインドの貧しい人たちを助けることを決意した時と同じ時である。 

※ 彼女の苦痛は、悪魔的な何者かの圧迫から来たのであろうか。カトリックの中には同じ苦

しみの虜となっているものが大勢いるかもしれない。E.G.ホワイトは、「その中(バビロン)には、

まだ真のキリスト者が数多くいる」と言っているが、早く彼らが解放されるように祈りたいと思

う。マルチン･ルターも長年バビロンの苦痛にあえいでいたが、信仰による義の光が彼を解放して

宗教改革のチャンピオンとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無
謬(

絶
対
に
間
違
わ
な
い)

主
張
者
、
法
王
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一

六
世
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
み
が
唯
一
の
真
の
教
会
で
あ
る
。

宗
教
改
革
か
ら
生
ま
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
は
、
真
の
教
会

で
な
く
、
宗
教
的
共
同
体
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
と
、
二
〇
〇
七

年
七
月
十
日
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
は
伝
え
た
。 

｢カトリックは決して変わらない｣ 

｢ローマ教会の計画や運営方式には遠大なものがある。この教会は、再び世界を支配するために、

また迫害を復活させるために、またプロテスタントが行なったすべてのことを無効にするため

に、激しい決定的な戦いの準備として、その感化力を広げ、その勢力を強めようと、あらゆる手

段を用いている。カトリック教は至るところに地歩を占めつつある｣ 大争闘下321 
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